
「
詞
章
之
学
」
か
ら
「
輿
地
之
学
」
へ

一
地
理
書
に
み
え
る
明
末
一
…

大

睾、
マ

顯

浩

「詞章之学」から「輿地之学」へ（大澤）

【
要
約
】
　
嘉
靖
年
間
か
ら
北
虜
南
倭
が
問
題
化
し
て
軍
事
と
地
理
と
の
関
係
が
意
識
さ
れ
、
ま
た
地
方
行
政
再
編
の
た
め
に
地
域
の
把
握
を
必
要
と
す
る

意
識
が
生
じ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
て
軍
事
的
な
緊
張
と
行
政
的
な
実
用
姓
へ
の
志
向
か
ら
、
現
実
か
ら
乖
離
し
た
『
大
明
一
統
志
』
の
「
詞
章
之
学
」

を
批
判
す
る
視
点
が
生
ま
れ
、
仁
山
や
文
集
類
か
ら
塩
法
や
漕
運
等
の
論
議
を
収
録
し
、
辺
防
論
や
海
防
論
も
そ
の
中
に
交
え
た
経
世
書
と
も
い
う
べ
ぎ

地
理
書
が
現
わ
れ
る
。
万
暦
二
十
年
代
以
降
の
地
理
書
は
『
広
輿
図
』
や
『
皇
明
輿
図
』
、
『
大
明
官
制
大
全
』
の
影
響
下
に
、
実
用
書
や
政
書
の
記
載
を

取
り
込
む
こ
と
で
、
従
来
の
「
詞
章
之
学
」
に
は
な
い
新
生
面
を
開
い
た
。
吏
治
の
評
語
に
示
さ
れ
る
地
方
行
政
と
結
び
つ
い
た
形
で
の
実
用
性
の
認
識

が
、
当
時
の
軍
事
的
緊
張
と
あ
い
ま
っ
て
地
理
に
お
け
る
経
世
観
念
を
生
み
出
し
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
て
明
末
に
特
徴
的
な
「
輿
地
之
学
」
と
い
う
べ

き
現
実
の
地
域
に
立
脚
し
た
地
理
学
が
現
わ
れ
た
が
、
新
た
な
可
能
性
を
秘
め
た
ま
ま
、
清
代
に
は
そ
の
系
譜
は
絶
た
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
七
大
巻
【
号
　
一
九
九
三
年
一
月

脚
　
「
詞
章
之
学
」
1
序
に
か
え
て

明
代
の
地
理
書
に
は
、
『
大
明
一
統
志
』
の
よ
う
に
名
勝
旧
蹟
や
人
物
を
列
挙
し
た
総
花
的
な
地
域
百
科
全
書
、
あ
る
い
は
観
光
案
内
記
的

な
も
の
と
、
各
県
の
歴
史
沿
革
や
衙
門
の
記
載
、
衝
繁
僻
難
等
の
各
州
県
の
地
域
的
特
性
を
表
現
す
る
吏
治
の
た
め
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
い
う

べ
き
性
格
を
持
つ
も
の
と
が
見
ら
れ
る
。

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
総
志
に
限
ら
ず
、

そ
し
て
、
後
者
の
地
域
的
特
徴
を
記
述
す
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
万
暦
以
降
の

類
書
の
記
載
に
も
同
様
の
傾
向
が
う
か
が
え
、
万
暦
以
降
に
現
わ
れ
た
『
図
書
編
』
や
『
三
才
図
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会
』
等
の
類
書
の
輿
地
の
記
載
に
も
編
戸
の
里
数
や
衝
繁
僻
難
な
ど
の
記
載
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
『
登
壇
必
究
』
や
『
武
備
志
』
の
よ
う
な
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

書
の
輿
地
の
記
載
に
も
地
方
の
利
弊
を
述
べ
る
文
章
が
地
理
書
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
。
内
藤
湖
南
は
、
明
清
交
替
の
影
響
を
受
け
て
、
明
末
清

初
に
南
北
の
形
勢
に
関
す
る
議
論
が
学
者
の
間
に
論
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
皆
な
『
大
明
一
統
志
』
に
対
す
る
不
満
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
と

　
　
　
②

述
べ
た
が
、
万
暦
以
降
の
地
理
書
の
変
化
は
ま
さ
し
く
『
大
明
一
統
志
』
を
批
判
す
る
な
か
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
地
理

書
に
見
ら
れ
る
変
化
は
一
体
何
を
反
映
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
主
に
明
代
後
期
の
藍
鼠
・
地
理
書
を
対
象
に
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

よ
り
、
明
末
に
現
わ
れ
た
地
理
的
関
心
へ
の
変
化
を
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
顧
祖
禺
『
読
史
方
輿
紀
要
』
総
序
一
は
、

　
　
嘗
て
我
が
『
明
一
統
志
』
を
怪
し
む
、
先
達
は
推
し
て
善
本
と
為
す
も
、
然
れ
ど
も
古
今
の
戦
守
攻
取
の
要
は
類
ね
皆
な
詳
か
な
ら
ず
。
山
川
の
条
列
に

　
　
於
い
て
は
、
又
復
た
割
裂
し
て
倫
を
失
い
、
源
流
は
備
わ
ら
ず
。
夫
れ
一
代
の
全
力
を
以
て
諸
名
臣
を
定
め
之
が
為
に
討
論
す
る
も
、
存
す
る
断
は
僅
僅

　
　
此
の
若
き
の
み
。

と
い
う
よ
う
に
、
父
の
顧
麻
冠
の
言
葉
を
記
し
、
地
政
学
的
・
軍
事
的
観
点
を
欠
き
、
自
然
地
理
に
お
い
て
も
正
確
さ
を
欠
い
た
『
大
明
一
統

志
』
へ
の
率
直
な
批
判
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
じ
く
『
読
史
方
輿
紀
要
』
凡
例
に
お
い
て
、
前
代
の
地
理
書
を
批
評
し
て
、

　
　
余
嘗
て
『
元
和
志
』
を
読
み
、
其
の
時
事
を
敷
堕
し
て
、
兵
戎
を
条
列
す
る
を
善
し
と
す
る
も
、
然
れ
ど
も
、
考
古
は
乃
ち
太
だ
疎
な
る
無
か
ら
ん
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
『
簑
宇
記
』
は
自
ら
は
遠
く
質
・
李
の
上
に
軟
ぐ
と
謂
う
も
拠
を
引
く
に
経
な
ら
ず
、
昏
晦
は
多
く
僕
ま
る
。
『
紀
勝
』
は
山
川
は
稽
備
わ
れ
る
も
、
其

　
　
の
攻
守
の
利
害
を
求
む
る
は
則
ち
已
だ
迂
な
り
。
『
広
記
』
は
考
案
は
余
有
れ
ど
も
、
形
勢
外
夷
に
於
い
て
は
則
ち
未
だ
尽
く
嚇
ら
か
な
ら
ざ
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
む
ね

　
　
　
『
勝
覧
』
以
下
は
皆
な
詞
章
の
学
に
偏
り
、
罠
物
に
遠
く
猶
当
無
き
が
ご
と
し
。
当
家
著
作
の
材
は
踵
を
接
し
て
出
つ
と
難
も
大
都
は
楽
史
・
祝
穆
の
間

　
　
に
取
裁
す
、
其
の
越
え
て
之
に
上
る
老
を
求
む
る
は
、
蓋
し
鮮
き
な
り
。

と
い
う
が
、
後
の
地
理
書
は
せ
い
ぜ
い
楽
史
『
太
平
簑
剛
建
』
や
追
孝
『
方
輿
直
覧
』
の
域
を
出
て
い
な
い
と
い
い
、
ま
た
『
方
輿
勝
覧
』
以

降
の
地
理
書
は
文
章
を
作
る
た
め
の
地
理
知
識
、
「
詞
章
之
学
」
に
偏
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
明
代
の
『
大
明
一
統
志
』
の
系
統
を
引
く
地
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「詞章之学」から「輿地之学」へ（大澤）

理
窟
が
、
同
様
に
「
詞
章
之
学
」
に
偏
っ
た
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
批
判
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
『
大
明
一
統
志
』
に
は
各
府
ご
と
に

風
俗
の
記
載
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
い
わ
ば
文
学
作
品
の
急
心
・
鑑
賞
の
た
め
の
も
の
で
、
実
際
に
同
晴
代
の
そ
の
地
域
の
問
題
点
を
示
す
よ
う

な
も
の
で
は
な
く
、
実
用
的
な
意
味
は
少
な
い
。
『
大
明
一
統
志
』
は
実
際
の
政
治
の
た
め
に
編
纂
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
洪
武
以
来
の
祖
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
志
を
継
い
で
成
し
遂
げ
た
と
い
う
意
義
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
勅
撰
の
総
志
と
し
て
権
威
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
が
、
後
の
地
理
書

を
規
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
編
纂
に
際
し
て
は
こ
の
「
詞
章
之
学
」
を
重
視
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ
れ
は
一
部
の
例
を
除
き
、
明
代
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

理
書
一
般
の
限
界
で
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
『
大
明
一
統
志
』
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
と
い
え
る
膠
世
昭
『
大
明
一
統
画
嚢
』
一
六
巻
や
そ
れ
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
に
し
て
編
纂
さ
れ
た
張
天
復
『
詞
章
考
』
一
〇
巻
で
は
、
ま
だ
『
大
明
一
統
志
』
の
も
つ
「
詞
章
農
学
」
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

『
皇
輿
考
』
は
三
軍
『
皇
恩
輿
図
』
の
愚
草
や
童
男
先
『
広
輿
図
』
の
吏
治
の
評
語
を
転
載
す
る
点
で
新
た
な
方
向
性
が
見
ら
れ
た
が
、
『
大

明
一
統
志
』
を
批
判
す
る
態
度
は
鮮
明
で
は
な
く
、
名
勝
旧
蹟
や
名
人
の
こ
と
に
も
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
付
載
さ
れ
て
い
る
各
省
直
の
地

図
に
つ
い
て
も
、
方
格
を
有
す
る
『
広
輿
図
』
の
地
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
正
確
さ
を
顧
慮
す
る
態
度
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
『
大
明
一

統
志
』
・
『
大
明
一
統
志
略
』
の
地
図
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。
総
志
に
み
ら
れ
る
「
詞
章
之
学
」
は
、
直
接
行
政
に
利
用
さ
れ
た
地
図
に

み
ら
れ
る
正
確
さ
を
未
だ
必
要
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
こ
れ
ら
『
大
明
一
統
志
』
に
依
っ
た
地
理
書
の
流
れ
と
は
別
に
「
詞
章

之
学
」
か
ら
離
れ
た
地
理
書
が
で
き
る
の
は
、
実
際
の
用
途
に
重
点
を
置
く
書
物
の
流
れ
か
ら
で
あ
る
。
各
種
の
地
図
を
収
め
た
『
修
撰
通
考
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
万
暦
七
年
の
編
纂
で
あ
っ
た
し
、
実
際
の
地
方
行
政
を
対
象
と
し
た
も
の
と
し
て
は
、
『
大
明
官
制
』
の
万
暦
十
四
年
の
増
訂
版
で
あ
る
『
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

明
官
欄
大
全
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
『
大
明
官
欄
大
全
』
の
影
響
を
受
け
て
、
『
大
明
一
統
志
』
的
な
心
志
と
は
対
照
的
な
、
現
実
の
地

域
を
知
る
た
め
の
書
物
が
編
纂
さ
れ
て
い
く
。

　
①
　
　
『
図
書
編
臨
・
哺
三
才
図
会
』
・
『
武
備
志
』
の
地
理
の
記
載
で
舎
省
の
総
論
と
し
　
　
　
　
　
河
南
　
処
置
）
。
王
鳴
鶴
『
登
壇
必
究
』
の
地
理
の
記
載
に
も
『
皇
輿
考
臨
か
ら
地

　
　
て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
桂
響
『
皇
明
輿
図
』
の
図
叙
で
あ
る
。
編
戸
の
里
数
　
　
　
　
　
図
及
び
転
載
さ
れ
た
『
皇
明
輿
図
』
図
叙
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
や
衝
僻
繁
簡
な
ど
の
表
現
は
『
皇
輿
考
』
或
い
は
『
広
輿
図
臨
か
ら
の
引
用
と
思
　
　
　

②
内
藤
湖
南
『
支
那
史
学
史
』
（
『
内
藤
善
南
全
集
幽
第
一
一
巻
筑
摩
書
房
　
一

　
　
わ
れ
、
楊
博
「
繁
簡
考
」
の
引
周
の
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
（
『
函
書
編
』
巻
三
七
　
　
　
　
　
九
六
九
）
一
二
一
八
頁
。
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⑧
　
明
代
の
地
理
書
に
つ
い
て
の
研
究
は
個
々
の
も
の
に
対
し
て
は
い
く
ら
か
存
在

　
す
る
も
の
の
、
地
理
書
の
系
譜
や
流
れ
に
目
す
る
研
究
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
、

　
『
広
輿
図
』
所
載
の
地
図
は
様
々
な
書
物
に
転
載
さ
れ
て
お
り
、
海
野
一
隆
「
『
広

　
輿
図
』
の
反
響
」
（
『
研
究
集
録
　
大
阪
大
学
教
養
部
』
人
文
・
社
会
二
三
　
一
九

　
七
五
、
以
下
海
野
「
反
響
」
論
文
と
略
）
は
、
明
末
の
地
図
を
収
め
た
地
理
書
・
類

　
書
・
兵
磐
等
に
つ
い
て
詳
し
く
、
本
稿
も
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
明
宋
の
地
理
書

　
と
額
炎
武
『
肇
域
志
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
先
に
拙
稿
「
『
領
域
志
』
の
成
立
」

　
（
『
東
洋
史
研
究
』
五
〇
1
四
　
｝
九
九
二
）
で
論
じ
た
の
で
、
併
せ
て
ご
旧
い
た

　
だ
け
れ
ば
掌
い
で
あ
る
。
な
お
、
『
景
域
志
』
と
『
天
下
郡
國
虚
病
書
』
の
関
係
に

　
つ
い
て
若
干
の
補
足
を
す
る
と
、
趙
麗
生
「
顯
炎
武
『
天
下
郡
國
恋
病
激
趨
研
究
」

　
（
『
寄
随
居
論
文
集
』
斉
魯
書
社
　
一
九
八
一
）
に
両
者
の
関
係
に
触
れ
る
箇
所
が

　
あ
る
。
趙
は
黄
　
烈
の
餓
に
ふ
れ
た
後
、
黄
の
推
測
を
傍
証
す
る
も
の
と
し
て
、

　
徐
元
文
「
歴
代
宅
叢
記
序
」
の
両
者
の
関
係
に
触
れ
た
、

　
　
膿
汁
疎
林
先
生
、
天
授
高
才
、
継
古
人
絶
学
。
当
明
之
末
、
欲
有
所
樹
立
、
迄

　
　
不
得
試
、
乃
退
葡
読
振
以
自
乗
。
有
臼
『
肇
域
志
』
者
、
嚢
括
『
一
統
志
』
・
二

　
　
十
一
史
及
天
下
府
州
県
之
走
書
蒲
成
者
也
。
継
又
摘
其
有
無
政
調
者
、
為
『
天

　
　
下
郡
国
利
病
書
』
。

　
と
い
う
記
載
を
引
用
し
、
初
め
は
『
肇
域
志
』
と
い
う
名
を
予
定
し
て
い
た
が
、

　
後
に
二
つ
に
分
け
て
利
病
に
関
す
る
も
の
を
『
天
下
郡
国
利
病
書
』
と
し
、
輿
地

　
に
関
す
る
も
の
を
『
国
賊
士
心
』
と
名
付
け
た
と
い
う
推
測
を
し
て
い
る
。
全
祖
望

　
の
「
神
道
表
」
と
正
反
対
の
内
容
の
岡
時
代
の
史
料
（
康
熈
ご
十
九
年
）
が
存
在

　
す
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
『
肇
域
忠
駈
が
『
天
下
郡
国
利
病
書
』
の
副
産
物
と
単
純

　
に
考
え
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。
要
は
ど
ち
ら
が
副
産
物
で
あ
る
か
と
い
う

　
よ
り
も
、
顧
炎
武
の
論
理
の
中
で
根
互
に
補
う
も
の
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
こ
と

　
に
意
味
が
あ
る
。

④
顧
祖
禺
『
読
史
方
輿
紀
要
』
に
つ
い
て
は
、
海
野
一
隆
「
『
読
史
方
輿
紀
要
』
と

　
そ
の
地
域
論
」
（
『
史
林
』
三
六
ー
ゴ
一
　
一
九
三
五
）
、
秋
山
元
秀
「
形
勢
の
地
理

　
学
」
（
『
愛
知
県
立
大
学
創
立
二
十
周
年
記
念
論
集
』
一
九
八
六
）
を
参
照
。

⑤
　
李
賢
等
「
進
大
明
一
統
志
嚢
」

　
　
彊
域
必
繋
於
九
州
、
分
野
悉
稽
乎
列
宿
、
形
勝
風
俗
、
翼
翼
遠
週
之
分
、
物
産

　
　
山
川
、
載
靡
小
大
之
間
、
此
誠
皇
棚
経
天
緯
地
謡
文
、
足
摺
顕
面
戸
述
慕
之
孝
、

　
　
而
光
球
振
後
者
也
。

⑥
　
黄
虞
穫
『
千
頃
堂
書
目
』
巻
六
　
地
理
類
上

　
　
膠
世
昭
『
大
明
一
統
志
略
隔
十
六
巻
　
掌
師
賢
、
懐
安
人
。
正
徳
丁
丑
進
士
、
，

　
　
海
州
県
州
、
以
病
改
国
子
艦
博
士
、
好
読
書
、
有
文
名
。

　
王
重
民
『
中
国
霊
開
本
書
提
要
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
　
　
一
九
入
一
二
）
は
、
『
通
日
士
心

　
略
』
一
六
巻
と
し
て
著
録
す
る
（
一
八
四
頁
）
。
他
に
、
海
野
「
反
響
」
論
文
参

　
照
。

⑦
『
皇
輿
考
』
に
つ
い
て
は
、
王
三
民
『
中
国
善
本
書
提
要
』
史
部
地
理
類
に

　
著
録
さ
れ
て
い
る
外
、
海
野
「
反
響
」
論
文
を
参
照
。
張
氏
一
族
は
地
理
や
歴
史

　
に
関
心
を
持
つ
も
の
が
続
い
た
よ
う
で
、
二
天
復
・
発
二
言
予
は
『
山
陰
県
志
』
・

　
『
会
稽
県
志
脇
・
『
紹
興
乱
書
』
等
を
編
纂
し
て
い
る
し
（
『
千
貫
堂
書
目
』
巻
七
等
）
、

　
孫
の
汝
霧
・
汝
愚
は
『
皇
輿
考
』
を
増
訂
し
て
『
広
皇
輿
考
』
を
編
纂
し
て
い
る
。

　
玄
孫
の
張
岱
は
『
石
蟹
霞
』
等
で
知
ら
れ
る
。

⑧
桂
蓼
『
皇
明
輿
図
』
に
つ
い
て
は
、
海
野
一
隆
「
『
広
輿
図
隠
の
資
料
と
な
つ

　
た
地
図
類
」
（
『
研
究
集
録
　
大
阪
大
学
激
養
部
』
人
文
・
社
会
一
五
　
一
九
六
七
）
、

　
王
庸
四
『
」
甲
閑
関
地
理
面
識
韻
叢
考
臨
　
（
上
海
霧
臨
剛
亀
欝
縮
川
　
「
九
五
六
億
膨
訂
）
　
甲
・
編

　
明
代
総
輿
図
懸
紐
、
参
照
。
な
お
桂
勢
「
大
明
一
統
輿
図
奏
稿
」
に
は
、

　
　
臣
待
面
輔
臣
、
魏
無
禅
補
。
乃
者
凝
縮
吏
部
、
凡
姦
才
績
朝
槻
官
員
、
密
加
訪

　
　
問
、
於
地
方
民
情
士
俗
、
亦
各
誌
其
一
二
、
除
摘
其
羅
列
之
近
似
者
、
装
成
三

　
　
冊
。

　
と
あ
り
、
吏
部
に
在
任
し
た
時
に
、
人
事
考
課
に
上
京
し
た
官
僚
に
取
材
し
て
得

　
た
情
報
を
も
と
に
し
て
編
纂
し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
王
庸
は
、

　
　
常
総
計
吏
条
上
地
方
事
宜
、
論
次
為
『
輿
地
図
』
数
巻
。
凡
形
勢
要
害
、
兵
賦

（4）4



「詞章之学」から「輿地之学」へ（大澤）

　
　
修
撰
之
略
悉
具
。
叢
雨
桂
蓼
見
而
奇
之
、
特
為
奏
聞
、
世
廟
嘉
悦
。

　
と
い
う
康
煕
『
願
寧
県
志
』
巻
八
名
道
傍
の
記
事
を
引
用
し
、
桂
聾
『
皇
明
輿
図
』

　
は
『
千
陪
堂
書
目
』
に
見
え
る
李
黙
『
天
下
輿
地
図
心
　
巻
の
こ
と
で
あ
る
と
い

　
う
。
『
北
京
図
書
館
古
籍
着
本
書
目
』
に
天
啓
元
年
茅
氏
灘
朱
墨
套
印
本
（
＝
一
二

　
二
買
）
と
し
て
見
え
る
王
我
謄
輯
『
漸
錆
武
備
全
書
』
（
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
）
に
は
、

　
『
皇
明
輿
図
』
の
図
叙
と
同
～
の
文
を
李
黙
の
文
章
と
し
て
引
用
す
る
こ
と
か
ら
、

　
『
天
下
輿
地
図
』
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
李
黙
の
名
で
通
行
し
た
も
の
が
あ
っ
た

　
ら
し
、
。

　
　
　
も

⑨
『
広
輿
図
』
に
つ
い
て
は
、
海
野
一
隆
「
『
広
輿
図
』
の
諸
版
本
」
（
『
研
究
集
録

　
大
阪
大
学
教
養
部
』
人
文
・
社
会
一
臨
　
一
九
六
六
）
、
王
庸
前
掲
書
、
盧
良
志

　
『
中
国
地
図
学
史
』
（
測
絵
出
版
社
　
一
九
八
四
）
、
任
金
域
「
『
広
輿
図
』
的
学
術

　
価
値
及
其
不
同
的
版
本
」
（
『
文
献
』
一
九
九
一
－
一
）
等
参
照
。

．
⑩
　
法
治
の
評
語
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
参
照
。

＠
　
何
輪
編
『
修
撰
通
考
』
六
巻
は
、
桂
勢
『
蓋
明
輿
図
駈
の
他
に
、
蘇
顧
覗
歴
代

　
輿
図
』
（
『
歴
代
地
理
指
掌
篇
』
Y
羅
洪
先
『
広
輿
図
』
・
野
心
『
湖
辺
図
論
』
を
合

　
刊
し
だ
地
図
帖
で
あ
る
。二

　
地
域
へ
の
視
点

⑫
『
大
明
擬
制
』
に
つ
い
て
は
、
山
根
幸
夫
『
明
清
史
籍
の
研
究
』
（
薄
襟
出
版

　
一
九
八
九
）
二
『
大
開
官
制
』
に
つ
い
て
、
参
照
。
本
稿
で
は
山
根
氏
の
挙
げ
る

　
諸
版
本
を
特
に
区
別
す
る
必
要
の
な
い
か
ぎ
り
『
大
明
官
制
』
と
総
称
し
、
五
巻

　
本
『
大
明
一
統
文
武
諸
司
衙
門
暴
説
大
全
』
を
区
溺
す
る
際
に
は
封
面
に
よ
っ
て

　
『
大
明
官
制
大
全
』
と
す
る
。
蝦
蟹
『
管
川
霧
志
』
中
置
　
職
官
は
、

　
　
『
大
明
諸
司
衙
門
官
制
』
二
十
八
巻

　
　
　
南
京
北
京
十
三
布
政
十
五
巻
　
内
外
官
制
十
二
巻
　
雑
志
一
巻

　
　
『
大
明
官
【
制
憎
罰
註
』
十
六
巻

　
と
い
う
二
種
の
刊
本
を
挙
げ
て
い
る
。
石
器
愚
『
掌
中
志
』
巻
一
八
内
板
経
書

　
己
各
こ
山
よ
、

　
0
寧
阿
円
ζ
‘

　
　
『
大
明
官
制
』
二
本
　
三
否
七
十
葉

　
と
あ
る
が
、
『
冨
翔
書
坐
心
』
の
い
う
増
二
本
と
解
せ
ら
れ
る
現
存
の
『
大
賜
一
統
文

　
武
諸
司
衙
門
官
制
』
＝
ハ
巻
の
影
印
本
（
学
生
憲
局
　
一
九
七
〇
）
は
四
八
六
頁

　
（
二
四
三
葉
）
で
葉
数
に
見
る
か
ぎ
り
で
は
、
当
時
ど
れ
ほ
ど
の
増
註
が
為
さ
れ

　
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
巻
末
に
は
「
大
明
河
南
文
武
諸
司
衙
門
宮
制
増
註
大

　
全
巻
之
五
」
等
の
字
様
が
見
え
る
。

　
　
『
大
明
官
制
』
の
本
来
の
形
は
『
百
川
書
志
』
巻
五
　
職
官
に
記
さ
れ
て
い
る
『
大
明
諸
司
衙
門
官
制
』
二
八
巻
本
と
思
わ
れ
る
が
、
今
は
見

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
存
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
を
増
補
し
た
と
さ
れ
る
嘉
靖
二
十
年
刊
の
『
大
明
一
統
文
武
諸
司
衙
門
官
制
』
一
六
巻
本
、

『
皇
明
誓
書
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
四
巻
本
等
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
各
府
県
毎
に
編
戸
の
里
数
や
里
程
、
儒
学
、
駅
、
巡
検
司
等
の
記
載
が

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
刻
本
に
も
誤
り
が
多
く
制
度
に
も
変
化
が
み
ら
れ
現
状
と
符
合
し
な
い
よ
う
に
な
っ
た
た
め
に
、
『
大
明
合
一
』
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

『
大
明
一
統
志
』
・
『
広
輿
図
』
・
「
見
行
事
宜
扁
な
ど
を
参
考
に
し
て
欝
欝
慶
・
葉
隠
用
に
よ
っ
て
増
訂
が
な
さ
れ
、
万
暦
十
四
年
に
『
大
明
官
　
5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

制
大
全
』
五
巻
と
し
て
重
陽
の
鄭
氏
宝
善
堂
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
の
版
本
と
異
な
る
点
は
、
衙
門
の
添
設
裁
革
や
地
方
の
繁
簡
衝
僻
、
⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

人
物
・
土
産
に
関
す
る
記
事
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
河
南
開
封
府
を
例
に
挙
げ
る
と
、
嘉
靖
二
十
年
刊
『
大
明
一
統
文
武
諸
司
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

衙
門
宮
制
』
巻
五
の
各
県
の
記
事
は
、

　
　
祥
符
県
〔
附
郭
編
戸
一
百
七
十
五
里
〕
儒
学
　
時
和
逓
運
所

　
　
陳
留
県
〔
在
府
東
五
十
里
、
編
戸
四
十
八
里
〕
儒
学
　
宰
城
駅
　
陰
陽
医
学
　
僧
道
会
司

の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
『
大
明
官
欄
大
全
』
巻
二
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

　
　
祥
符
県
〔
附
郭
編
戸
一
百
五
十
八
里
、
二
簿
全
野
、
繁
劇
衝
疲
軍
衛
雑
処
難
治
〕
○
土
産
　
遠
志
　
儒
学
　
三
和
逓
運
所

　
　
陳
留
県
〔
在
府
東
五
十
里
、
編
戸
三
十
九
里
、
無
簿
○
次
衝
民
淳
〕
儒
学
　
華
城
駅
　
陰
陽
医
学
　
僧
道
会
司

　
「
二
簿
全
設
」
や
「
繁
劇
衝
疲
軍
衛
雑
処
難
治
」
、
土
産
等
の
記
載
が
新
た
に
見
え
る
。

　
ま
た
、
万
暦
七
年
刊
の
『
皇
明
制
書
』
所
収
四
巻
本
は
、
各
県
の
下
に
記
事
を
双
行
で
註
記
し
て
い
る
が
、
記
載
内
容
は
嘉
零
本
と
同
一
で

あ
る
。
た
だ
し
、
編
戸
の
里
弾
弓
は
嘉
空
晶
と
異
な
り
、
『
大
明
官
制
大
全
』
と
同
じ
く
、
祥
密
事
一
五
八
里
、
南
帯
県
三
九
里
と
な
っ
て
い

る
（
『
皇
明
制
書
』
巻
一
八
）
。

　
こ
の
『
大
明
官
舗
大
全
』
五
巻
本
の
中
に
見
え
る
衝
僻
等
の
吏
治
の
評
語
は
、
凡
例
に
、

　
　
　
｝
、
旧
離
は
原
と
郡
邑
の
衝
僻
・
銭
穀
の
無
偏
の
目
無
し
、
隆
慶
元
年
八
月
題
湿
せ
る
薪
定
地
黒
繁
簡
考
は
深
く
時
政
を
纏
え
ば
、
唐
行
附
幽
し
以
て
伝

　
　
　
覧
を
広
う
せ
ん
。

と
い
う
よ
う
に
隆
慶
元
年
八
月
に
題
准
を
経
た
「
新
駅
地
煙
繁
簡
考
」
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
各
省
の
始
め
に
は
楊
博
の
「
奉
詔
酌

　
　
　
　
　
④

議
郡
邑
繁
簡
疏
」
に
見
え
る
各
省
の
按
語
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
文
章
は
『
大
明
官
制
大
全
』
に
各
省
の
首
め
に
「
附
已
降
繁
簡
考
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
し
て
増
補
さ
れ
て
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
に
引
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
隆
慶
帝
が
即
位
の
詔
で
各
州
県
の
繁
簡

を
定
め
て
三
等
の
ラ
ン
ク
を
付
け
、
地
方
官
の
任
命
に
際
し
て
適
材
適
所
を
図
ろ
う
と
し
た
時
に
、
当
時
の
財
部
尚
書
の
楊
博
が
上
奏
し
た
も



の
で
、
官
僚
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
は
当
然
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
時
政
に
役
立
つ
も
の
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
『
大
明
青
々
』
は
『
話
中
志
』
巻
一
八
や
『
古
今
書
刻
』
に
み
え
る
よ
う
に
、
本
来
は
内
府
で
官
刻
さ
れ
た
も
の
で
、
血
書
と
し
て
分
類
で

　
　
　
　
　
　
　
⑦

き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
当
時
必
要
と
さ
れ
た
『
広
輿
図
』
や
『
大
明
会
典
』
の
内
容
を
増
補
す
る
こ
と
で
、
実
用
書
と
し
て
広
く
影
響

を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
『
大
明
官
制
大
全
』
は
こ
の
よ
う
に
さ
ほ
ど
大
部
で
も
な
く
、
そ
れ
ま
で
に
は
な
い
官
僚
の
地
方
行
政
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
的
な
性
格
を
は
っ
き
り
と
持
っ
た
か
ら
こ
そ
、
実
用
面
で
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
広
く
普
及
し
て
様
々
な
形
で
の
需
要
を
喚
起
し
た
と
も
い

え
る
。
『
大
明
官
制
』
は
『
大
明
官
制
大
全
』
凡
例
に
も
云
う
よ
う
に
、
嘉
靖
の
半
ば
か
ら
万
暦
に
か
け
て
種
々
の
本
が
出
さ
れ
て
お
り
、
当

時
相
応
の
需
要
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
中
で
決
定
版
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
た
も
の
が
、
万
暦
丙
戌
（
十
四
年
）
の
宝
重
窓
刊
五
巻

本
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
四
庫
提
要
」
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
し
、
万
暦
二
十
九
年
、
四
十
一
年
置
も
重
刊
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
系
統
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

も
の
が
広
く
利
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

「詞章之学」から「輿地之学3へ（大澤）

　
万
暦
二
十
年
代
に
な
る
と
、
吏
治
を
重
視
す
る
実
用
的
な
方
向
を
た
ど
る
も
の
は
地
図
や
古
書
の
記
載
を
取
り
込
み
、
経
世
致
用
へ
の
方
向

へ
と
向
か
い
始
め
た
。
こ
う
し
て
名
勝
・
人
物
を
中
心
と
し
た
地
理
知
識
で
は
な
く
、
現
実
の
地
方
を
認
識
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
『
大
明

会
典
』
や
『
大
明
官
制
大
全
』
に
見
え
る
記
事
が
、
新
た
な
求
め
に
応
じ
て
付
け
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
万
暦
二
十
三
年
の
盧
奇
『
職
方
孜
鏡
』
序
に
は
、
父
盧
伝
印
の
遺
し
た
『
地
話
一
覧
』
の
草
稿
に
修
訂
を
加
え
よ
う
と
し
た
こ
と
に
続
け
て
、

　
　
比
ろ
幸
い
に
し
て
魔
を
司
馬
の
曹
に
窃
み
、
公
余
の
散
衙
に
今
上
の
三
布
せ
る
『
会
典
』
を
取
り
、
坊
騨
の
論
説
を
参
署
し
て
重
ね
て
蒐
補
・
菱
禰
を
加

　
　
う
。
凡
そ
畿
省
の
儲
餉
・
習
俗
・
山
川
・
人
物
及
び
夷
域
・
辺
彊
・
河
海
の
雑
面
の
国
忌
民
生
に
関
わ
る
者
は
、
累
慢
せ
ざ
る
賢
し
。
漂
を
改
め
て
『
職

　
　
方
放
鏡
』
と
為
し
、
五
た
び
月
を
閲
し
て
後
脱
稿
す
。

と
あ
り
、
兵
部
の
公
務
の
合
間
に
『
大
明
会
典
』
や
世
上
の
論
説
を
取
り
上
げ
て
修
訂
を
加
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
凡
例
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
　
一
、
輿
賦
総
所
載
の
丁
口
・
田
土
・
漕
儲
・
妙
税
・
茶
山
・
魚
塩
及
び
文
武
公
署
の
歳
俸
・
藩
封
の
禄
米
は
之
を
『
甲
乙
』
に
稽
え
継
て
孜
証
に
備
え
ん
。
7



　
　
一
、
畿
省
首
に
額
課
．
屯
田
と
夫
の
行
塩
の
地
方
を
列
し
、
次
い
で
繁
簡
論
を
列
す
。
其
の
編
戸
の
僻
劇
醇
饒
、
封
建
駐
守
は
悉
く
『
官
制
』
に
拠
り
て
、
⑧

　
　
　
前
代
の
名
称
は
則
ち
之
を
『
記
纂
淵
海
』
・
『
一
統
全
志
』
・
『
広
輿
図
』
の
諸
書
に
放
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

と
あ
り
、
現
実
の
地
域
を
把
握
す
る
も
の
と
し
て
『
大
明
会
典
』
・
『
大
明
官
制
』
等
に
拠
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。
こ
こ
で
利
用
さ
れ
て
い
る

『
大
明
官
制
』
は
繁
簡
衝
僻
が
記
さ
れ
た
も
の
で
、
卓
出
慶
の
増
訂
本
が
『
大
明
会
典
』
と
並
ん
で
総
攻
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

実
際
に
『
職
方
放
鏡
』
巻
三
の
記
載
か
ら
、
各
州
県
の
繁
簡
衝
僻
の
評
語
を
見
て
み
る
と
、

　
．
祥
符
〔
編
戸
一
百
五
十
八
里
、
古
大
梁
沐
州
○
衝
劇
疲
○
鱈
子
丼
郡
王
五
十
二
同
齢
、
懸
果
武
衛
・
河
南
中
護
衛
・
左
護
衛
〕

　
　
陳
留
〔
編
戸
三
十
九
里
、
古
郡
○
次
衝
淳
〕

と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
『
広
輿
図
』
（
祥
忌
：
煩
沖
上
、
陳
留
：
煩
沖
）
や
『
皇
弾
子
』
（
煩
衝
、
僻
煩
）
と
は
異
な
っ
た
表
現
で
あ
り
、
そ
こ

に
示
さ
れ
る
衝
や
淳
と
い
っ
た
各
要
素
の
組
合
せ
は
先
に
示
し
た
『
大
明
官
学
大
全
』
の
系
統
の
も
の
に
近
い
。
遣
た
だ
し
、
『
大
明
官
制
大
全
』

の
表
現
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
表
現
は
後
の
『
目
営
小
集
』
に
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
各
省
の
首
に
楊
博
の
「
繁
簡
考
」
を
載
せ
た
の
は
、
認
識
『
皇
明
輿
図
』
を
利
用
し
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

る
。
桂
蓼
の
図
叙
は
嘉
靖
三
十
年
置
以
降
の
地
理
書
や
経
世
文
集
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
『
広
輿
図
』
に
も
嘉
靖
四
十
五
年
以
降
の
版
に
は
桂

薯
の
図
叙
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
盧
奇
も
桂
薯
の
図
叙
を
見
る
こ
と
は
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
一
方
、
繁
簡
考
を
挙
げ
る
も
の

に
は
、
万
暦
二
十
年
代
前
半
の
『
皇
輿
要
覧
』
・
『
華
夷
風
土
志
』
・
『
職
方
放
鏡
』
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
手
軽
な
実
用
書
と
い
う
べ
き
も
の
で
、

『
大
明
官
制
大
全
』
を
除
い
て
は
各
省
ご
と
の
地
図
も
掲
げ
て
は
い
な
い
。
つ
ま
り
、
盧
奇
が
桂
蓼
の
『
皇
明
輿
図
』
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ

た
と
は
考
え
に
く
く
、
『
職
方
宵
寝
』
は
地
図
よ
り
も
各
地
域
の
繁
簡
衝
僻
を
必
要
と
し
た
た
め
、
『
皇
明
輿
図
』
で
は
な
く
新
し
く
編
纂
さ
れ

た
『
大
明
登
園
大
全
』
を
資
料
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
詞
章
之
学
」
を
代
表
す
る
『
大
明
一
統
志
』
は
人
物
に
関
し
て
は
利

用
さ
れ
た
が
、
も
は
や
現
実
の
地
域
を
と
ら
え
う
る
も
の
と
は
成
り
え
ず
、
唯
だ
地
名
の
説
明
の
補
助
的
手
段
に
用
い
ら
れ
る
だ
け
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
地
域
の
実
際
を
説
明
す
る
の
に
適
当
な
も
の
と
し
て
『
大
明
一
統
志
』
よ
り
も
善
書
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
大
明
一
統
志
』
の



「詞章之学」からr輿地之学」へ（大澤）

中
で
古
人
が
典
雅
な
表
現
で
描
い
た
地
方
よ
り
も
、
言
書
の
中
の
現
実
の
地
域
に
関
わ
る
実
用
的
な
情
報
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
あ
る
意
味
で
は
、
地
理
的
知
識
に
お
い
て
の
実
用
化
、
さ
ら
に
は
経
世
致
用
へ
の
志
向
に
つ
な
が
る
も
の
が
現
わ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
「
詞

章
参
学
」
即
ち
文
章
を
作
る
た
め
の
知
識
だ
け
で
な
く
、
国
計
民
生
に
関
わ
る
も
の
、
現
実
の
地
方
を
知
る
た
め
に
必
要
な
知
識
が
供
給
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
万
暦
二
十
三
年
刊
の
『
広
輿
考
』
に
付
さ
れ
て
い
る
各
省
の
言
動
を
検
討
す
る
と
、
も
と
に
さ
れ
た
も
の
は
桂
薯
『
皇
明
輿
図
』
の
図
叙
や

楊
博
の
「
繁
簡
考
」
で
、
当
時
の
実
用
書
が
何
を
利
用
し
て
編
纂
さ
れ
た
か
が
わ
か
り
興
味
深
い
。
河
南
省
を
例
に
挙
げ
る
と
、
襲
撃
の
図
叙

は
、

　
　
河
南
、
古
豫
臨
地
、
闘
閾
中
夏
、
四
方
白
墨
、
蓋
彰
徳
則
控
河
北
〔
今
北
直
隷
是
〕
、
嵩
・
洛
以
豊
山
爾
〔
今
陳
西
南
如
是
〕
、
南
陽
・
汝
寧
直
走
嚢
・
黄

　
　
〔
嚢
陽
・
黄
州
倶
湖
広
属
府
〕
之
郊
、
而
開
封
則
其
都
会
也
。
…
…

と
い
う
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
の
図
叙
は
、
嘉
靖
以
来
、
様
々
な
地
誌
・
地
図
や
経
世
書
類
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
隆
慶
初
年
に
は
、
揚
博
の
「
繁
簡
考
」
が
著

さ
れ
、
『
大
明
官
制
大
全
』
に
収
録
さ
れ
た
の
ち
、
添
文
燥
に
よ
っ
て
『
上
夷
風
土
志
』
や
『
皇
輿
要
覧
』
等
の
通
俗
書
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
図
叙
と
繁
簡
考
は
別
々
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
実
情
に
合
わ
せ
る
必
要
が
感
じ
ら
れ
た
の
か
、
や
が
て
両
者
を
結
び
つ
け

た
も
の
が
現
わ
れ
た
。
即
ち
、
万
暦
二
十
三
年
刊
の
『
広
輿
考
』
に
付
さ
れ
た
図
叙
に
は
、

　
　
河
南
、
三
二
中
夏
、
四
方
輻
進
、
故
彰
徳
控
干
河
北
、
嵩
・
贈
爵
干
山
南
、
南
陽
・
汝
寧
直
接
裏
・
黄
之
界
、
而
開
封
即
其
都
会
也
。
…
…
〔
中
略
〕
…
…
、

　
　
第
近
来
、
宗
室
日
繁
、
黄
河
歳
徒
、
禄
男
工
役
、
労
費
蚕
糞
、
民
不
堪
命
、
雄
藩
禄
軍
需
、
響
胴
規
箪
、
綿
甲
尽
而
毛
無
所
附
、
方
来
野
壷
、
有
難
言
者
、

　
　
保
麓
大
臣
、
其
蚤
夜
慎
図
之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
い
う
よ
う
に
、
初
め
は
桂
薯
の
図
叙
を
下
敷
き
に
し
て
論
じ
て
い
る
が
、
中
略
以
降
の
「
第
近
来
、
宗
室
日
繁
…
…
」
以
下
の
部
分
で
は
揚
　
9



博
の
繁
簡
考
の
表
現
を
借
用
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
楊
博
で
は
、

　
　
河
南
、
臣
等
謹
按
、
河
南
為
諸
夏
中
区
、
向
称
楽
土
、
近
以
宗
室
日
繁
、
黄
河
歳
徒
、
禄
糧
三
役
、
労
費
不
質
、
民
始
不
堪
命
　
。
…
…
〔
中
略
〕
…
…
、

　
　
是
故
藩
禄
軍
需
、
均
当
規
算
、
恐
置
土
而
毛
無
所
附
、
方
来
之
愚
、
有
難
懸
者
、
保
金
大
臣
、
其
蚤
夜
慎
図
題
哉
。

と
な
っ
て
お
り
、
『
広
輿
考
』
の
河
南
図
叙
は
両
者
を
海
鵜
し
た
文
章
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
広
国
璽
』
が
編
纂
さ
れ
た
当
時
、
楊
博
の

「
繁
簡
考
」
を
収
録
す
る
も
の
に
は
、
『
大
明
官
制
大
全
』
を
始
め
『
皇
輿
要
覧
』
・
『
上
夷
風
土
志
』
等
が
あ
っ
た
が
、
注
縫
預
は
楊
博
の
奏
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

文
集
を
利
用
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
こ
れ
ら
の
実
用
書
類
を
利
用
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
既
述
の
『
職
方
孜
鏡
』
序
に
門
坊
騨
の
論
説
」
を
参
考

に
し
た
と
あ
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
実
用
書
の
こ
と
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
広
輿
考
』
は
『
広
輿
図
』
の
地
図
を
そ
の
ま
ま
収
め
た
外
、

各
省
に
名
山
・
大
川
・
土
産
・
古
蹟
・
人
物
な
ど
の
記
載
を
付
け
加
え
、
下
巻
に
は
水
利
議
・
書
法
等
等
の
軍
事
・
経
済
関
係
の
政
策
論
を
収

め
て
い
る
。
い
わ
ば
、
『
広
輿
図
』
に
は
な
い
「
詞
章
歯
学
」
的
な
要
素
を
加
味
し
つ
つ
も
、
「
詞
章
之
学
」
に
は
納
ま
ら
な
い
現
実
面
に
も
目

を
向
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
図
叙
に
見
え
る
「
第
近
来
、
宗
室
三
下
」
云
々
と
い
う
口
吻
は
そ
れ
ま
で
の
説
明
で
は

不
十
分
な
点
が
生
じ
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
万
暦
二
十
年
代
に
な
り
、
も
は
や
寄
客
の
当
時
の
状
況
説
明
で
は
不
十
分

と
な
っ
た
。
そ
れ
が
下
巻
に
見
え
る
よ
う
に
、
『
大
明
一
統
志
』
に
は
な
い
政
策
論
と
い
う
形
で
の
現
状
の
説
明
を
付
け
加
え
る
契
機
と
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
万
暦
二
十
二
年
の
注
縫
預
の
序
に
は
、

　
　
筍
も
学
士
・
大
夫
・
貴
紳
先
生
、
此
に
由
り
て
車
地
版
章
を
致
え
て
申
画
堅
固
を
為
さ
ん
と
思
い
、
金
穀
財
貨
を
考
え
て
剤
量
樽
節
を
為
さ
ん
と
思
い
、

　
　
形
勝
掘
塞
を
致
え
て
控
御
把
持
を
為
さ
ん
と
思
わ
ば
、
則
ち
経
論
治
世
の
迩
は
、
自
ず
か
ら
是
れ
其
れ
小
稗
あ
る
べ
し
。
而
し
て
是
の
編
や
、
其
れ
又
天

　
　
下
の
士
の
起
り
て
以
て
上
は
皇
天
に
酬
い
、
中
は
国
家
に
報
い
、
下
は
海
内
蒼
生
に
謝
す
所
の
麗
な
ら
ん
か
。
而
し
て
天
下
の
土
、
又
た
悪
ん
ぞ
得
て
兎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ぶ

　
　
糸
・
燕
麦
と
類
を
同
じ
う
し
て
共
に
之
を
徹
ら
ん
や
。

と
あ
り
、
天
下
国
家
の
経
論
に
実
際
の
益
あ
ら
ん
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
こ
の
『
塗
輿
考
』
系
統
の
図
心
は
、
同
じ
く
新
安
の
程
百
二
の
編
纂
し
た
『
方
輿
勝
略
』
の
刊
行
に
よ
り
広
く
見
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
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よ
う
で
あ
る
。
『
方
輿
胆
略
』
二
四
巻
は
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
世
界
図
を
収
め
た
り
、
焦
鉱
等
の
名
人
の
序
を
掲
げ
、
内
実
は
と
も
か
く
新
し

い
知
見
を
広
め
よ
う
と
銘
打
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
こ
の
『
広
輿
考
』
の
図
叙
が
収
め
ら
れ
、
桂
薯
や
楊
博
と
は
異
な
っ
た
新
し
い
地

方
論
が
掲
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
『
方
輿
脇
略
』
以
降
に
こ
の
図
譜
を
収
め
る
も
の
に
は
『
武
備
志
』
や
『
三
寸
輿
図
而
立
全
書
』
、
『
聖
明
職

方
地
図
』
が
あ
る
。
『
武
備
志
』
に
は
『
方
吉
言
略
』
或
い
は
余
愚
衡
の
論
と
し
て
引
用
す
る
こ
と
か
ら
み
て
、
主
と
し
て
徽
州
の
人
物
が
流

布
に
関
係
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
彙
輯
輿
図
沖
縄
全
書
』
の
引
用
書
目
は
『
方
景
勝
略
』
を
挙
げ
て
い
る
が
、
『
広
平
考
』
は
見
え
な
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
見
て
も
、
そ
の
説
が
広
ま
っ
た
の
は
『
方
里
勝
略
』
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。
万
暦
二
十
年
代
に
入
っ

て
、
『
大
明
一
統
志
』
や
『
皇
明
輿
図
』
の
よ
う
な
権
威
を
も
っ
た
あ
る
種
の
公
的
な
地
理
書
の
枠
外
に
実
用
的
な
地
理
知
識
を
求
め
る
動
き

が
現
わ
れ
、
地
理
書
と
愚
書
や
実
用
書
の
内
容
と
の
融
合
が
行
わ
れ
た
。
『
広
輿
考
』
に
み
ら
れ
る
『
豊
明
輿
図
』
図
叙
と
『
大
明
官
制
大
全
』

繁
簡
考
と
の
結
合
は
、
実
用
書
の
利
用
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
出
版
の
盛
ん
な
万
暦
後
期
の
離
州
で
起
こ
っ
た
と
い
う

　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

点
が
興
味
深
い
。
徽
州
で
刊
行
さ
れ
た
地
理
書
に
は
崇
禎
末
に
呉
学
園
・
朱
紹
本
等
の
編
纂
し
た
『
地
図
綜
要
』
が
あ
る
。
七
重
民
は
胸
心
に

「
黄
文
兆
刻
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
新
安
で
刊
刻
さ
れ
た
と
い
う
が
、
実
際
に
『
地
図
綜
要
』
の
「
参
閲
姓
氏
偏
を
み
る
と
甲
州
の
人
物
が
最
も

多
く
み
え
る
。
王
庸
に
よ
れ
ば
初
版
は
崇
禎
十
六
年
と
い
う
が
未
見
、
乙
酉
年
の
重
版
本
が
あ
る
。
総
論
を
収
め
る
総
巻
、
各
省
直
を
収
め
る

内
巻
、
海
防
・
繋
留
・
四
夷
を
収
め
る
外
巻
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
総
巻
の
「
天
下
輿
地
廿
里
総
図
」
上
方
欄
外
に
歴
代
帝
王
都
邑
の
記
載

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

を
も
つ
。
こ
れ
は
『
三
台
正
宗
不
求
人
』
や
『
商
策
一
覧
』
等
の
実
用
書
に
見
ら
れ
る
記
事
で
あ
り
、
徽
州
と
い
う
土
地
柄
を
反
映
し
た
の
か
、

既
存
の
実
用
書
を
利
用
し
た
地
理
書
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
万
暦
二
十
年
代
以
降
に
現
わ
れ
た
胡
文
換
の
『
皇
輿
要
覧
』
や
『
華
夷
風
土
志
』
な
ど
は
通
俗
的
な
知
識
の
供
給
に
役
立
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、

「
詞
章
奨
学
」
に
関
係
す
る
も
の
を
見
て
み
る
と
、
こ
の
後
、
万
暦
二
十
五
年
の
序
を
持
つ
沈
一
貫
『
大
明
一
統
輿
図
広
略
』
、
万
暦
二
十
八

年
の
序
が
あ
る
荘
官
腸
『
広
輿
記
』
を
境
と
し
て
、
『
大
明
一
統
志
』
的
な
人
物
や
歌
枕
の
記
事
を
中
心
と
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
衝
繁
等
の

評
語
や
、
歴
史
沿
革
に
詳
し
い
等
の
新
た
な
特
微
を
持
つ
も
の
が
多
く
な
る
。
そ
し
て
、
様
々
な
議
論
と
と
も
に
そ
の
理
解
を
助
け
る
た
め
に
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正
確
な
地
図
を
付
そ
う
と
い
う
書
籍
も
目
立
っ
て
増
加
し
、
様
々
な
『
広
輿
図
』
系
の
地
図
を
掲
げ
る
も
の
が
現
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
沈
一
貫
の
『
大
明
一
統
輿
図
薫
習
駈
一
五
巻
は
封
面
に
「
歴
代
人
物
考
　
皇
明
大
一
統
輿
図
広
略
志
」
と
あ
り
人
物
に
重
点
が
置
か
れ
た
こ

と
が
解
る
が
、
『
大
明
一
統
直
謝
』
系
の
各
省
図
を
掲
げ
各
府
ご
と
に
形
勝
・
風
俗
・
山
川
・
土
産
・
古
蹟
・
名
竃
・
人
物
等
の
記
事
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

各
巻
末
に
は
「
図
叙
に
曰
く
」
と
し
て
『
皇
明
輿
図
』
の
図
叙
を
引
用
す
る
。
陸
応
陽
の
『
広
輿
記
』
二
四
巻
は
そ
の
申
時
行
の
序
に
、

　
　
既
に
成
り
て
二
十
四
巻
と
為
す
、
大
都
は
『
一
統
志
』
を
取
質
し
、
而
し
て
参
す
る
に
歴
代
幽
翠
、
列
省
郡
乗
を
以
て
す
。
繁
を
欄
り
簡
に
就
き
、
大
を

　
　
　
　
　
　
す

　
　
挙
げ
細
を
遺
て
、
而
し
て
名
窺
人
物
は
尤
も
多
く
考
証
す
る
所
に
し
て
間
ま
附
益
有
り
。

と
云
う
よ
う
に
、
本
来
は
『
大
明
一
統
志
』
に
倣
っ
て
土
竃
・
人
物
を
重
視
し
た
も
の
で
、
ま
さ
し
く
門
詞
章
埋
土
」
の
た
め
の
地
誌
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

た
。
ま
た
、
薦
写
物
の
序
に
は
、
伯
要
素
（
陸
滋
雨
）
が
最
も
意
を
用
い
た
所
は
、
人
物
や
名
山
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
巻
二
三

九
辺
　
遼
東
で
は
、

　
　
ち
か
ご
ろ

　
　
頃
者
、
朝
鮮
失
守
し
、
海
波
復
た
揚
が
り
、
方
来
肘
腋
の
憂
は
、
蓋
し
独
り
驕
虜
の
み
な
ら
ず
。

と
い
う
よ
う
に
、
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
と
い
う
当
時
の
大
事
件
を
念
頭
に
お
い
た
表
現
が
見
ら
れ
る
。

　
『
明
代
版
刻
綜
録
』
に
よ
る
と
、
『
広
輿
記
』
の
初
版
本
は
版
築
居
の
出
版
と
す
る
が
不
詳
。
版
築
居
は
後
に
『
彙
輯
輿
図
備
孜
全
書
』
を

出
版
し
て
い
る
。
内
閣
文
庫
に
あ
る
初
版
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
地
図
は
な
い
。
し
か
し
、
や
が
て
現
実
的
な
要
求
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
の
後
の
版
で
は
『
広
輿
図
』
系
の
地
図
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
図
を
付
す
明
版
の
『
広
島
記
』
に
は
、
黄
平
亨
の
序
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

も
つ
凝
香
閣
刊
本
と
鍾
人
傑
の
序
を
も
つ
髭
飛
斎
蔵
板
本
及
び
金
陵
盛
文
殿
刻
本
の
三
種
が
あ
る
が
、
こ
の
地
図
の
増
補
は
「
詞
章
之
学
」
と

は
捌
の
性
格
を
『
広
輿
記
』
に
付
け
加
え
た
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
さ
ら
に
天
啓
年
間
の
郵
志
誤
『
一
握
坤
輿
』
の
よ
う
に
勝
蹟
吟
詠
と
い
う
項
目
を
た
て
、
名
勝
旧
蹟
を
列
挙
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
詩
を
付
す
と

い
う
体
裁
を
と
る
、
い
か
に
も
「
詞
章
之
学
」
或
い
は
名
所
案
内
的
な
書
物
に
も
、
『
大
明
官
制
大
全
』
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
編
戸
の
里
数

と
衝
繁
等
の
評
語
が
、
各
府
州
に
の
み
で
は
あ
る
が
付
さ
れ
て
い
る
。
巻
五
　
河
南
の
記
載
を
み
る
と
、
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開
封
府
〔
省
会
之
区
、
水
陸
要
沖
、
地
葺
工
費
、
常
罹
河
患
、
共
轄
四
州
三
十
県
、
糧
七
十
～
万
九
千
三
百
目
零
〕

　
　
鈎
州
〔
鰭
二
県
、
南
肘
西
…
南
二
解
日
七
里
、
編
煕
　
六
十
－
四
田
出
、
　
次
沖
地
蕪
〕

と
あ
り
、
鈎
州
が
万
暦
帝
の
諜
に
触
れ
る
た
め
禺
州
と
改
名
し
た
こ
と
に
も
触
れ
ず
、
ま
た
州
に
の
み
編
芦
の
里
数
を
記
す
と
い
う
、
整
含
性

の
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
「
次
心
地
蕪
」
と
い
う
よ
う
な
雅
び
で
な
い
吏
治
の
評
語
を
載
せ
て
い
る
。

　
即
ち
、
地
誌
に
対
す
る
観
念
が
変
化
し
、
万
暦
の
半
ば
こ
ろ
か
ら
は
『
大
明
一
統
志
』
的
な
記
載
だ
け
で
は
不
十
分
に
思
わ
れ
、
別
に
何
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

か
の
要
素
を
、
地
域
に
対
す
る
正
確
な
情
報
を
付
け
加
え
る
必
要
が
、
新
た
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
名
所
図
無
で
は
な
く

筍
も
地
誌
と
い
う
か
ら
に
は
、
現
実
の
地
方
に
つ
い
て
記
述
す
べ
き
だ
と
い
う
観
念
が
現
わ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
例
え
ば
、
王
士
性
『
広
志
繹
』

は
万
暦
二
十
五
年
の
序
が
あ
り
、
当
時
完
成
し
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
各
州
県
毎
の
記
載
を
配
列
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
『
大
明
一

統
志
』
に
は
箆
ら
れ
な
い
各
地
の
漕
運
や
馬
政
・
屯
田
・
藩
政
等
に
関
す
る
記
事
を
具
体
的
に
記
し
、
形
勢
・
風
俗
を
捉
え
た
各
地
の
地
域
的

特
徴
を
記
し
て
い
る
。
王
蔓
性
に
よ
る
と
「
皆
な
身
か
ら
見
聞
す
る
所
」
の
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
一
種
の
旅
行
記
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ま

で
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
実
地
に
取
材
し
た
総
々
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
吏
治
を
重
視
す
る
も
の
は
、
地
図
や
政
書
の

記
載
を
取
り
込
み
、
経
世
致
用
の
地
理
を
志
向
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
現
実
の
地
方
を
認
識
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
『
大
明
会

典
』
や
『
大
瑚
官
制
大
全
』
に
見
え
る
記
事
が
、
新
た
な
求
め
に
応
じ
て
付
け
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
万
暦
年
間
に
変
化
が
見
ら
れ
た
と
い
う
点
で
は
、
同
様
の
こ
と
が
『
大
明
一
統
志
隔
に
も
い
え
る
。
『
大
明
一
統
鉱
層
に
は
天
質
五
年
の
追
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

本
以
来
数
種
の
刊
本
が
あ
る
が
、
編
戸
の
里
数
を
見
る
か
ぎ
り
嘉
靖
二
十
八
年
の
帰
仁
斎
刊
本
ま
で
は
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
嘉
靖
二
十
年
半

『
大
明
官
制
』
に
は
既
に
天
順
『
大
明
一
統
志
』
と
異
な
る
数
字
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
数
字
は
『
大
明
一
統
志
』
に
は
取
り
上
げ
ら

れ
ず
、
万
暦
中
の
万
寿
堂
刊
本
に
な
っ
て
『
大
明
官
制
大
全
』
五
巻
本
と
岡
じ
数
字
が
現
わ
れ
る
。
こ
れ
は
万
暦
時
代
に
な
っ
て
漸
く
こ
の
よ

う
な
増
補
を
必
要
と
す
る
認
識
が
現
わ
れ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
万
寿
堂
刊
本
は
万
暦
十
一
年
に
改
名
さ
れ
た
穿
下
州
（
陳
西
漢
中
絶
）

を
記
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
降
の
刊
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
二
十
年
代
に
設
置
さ
れ
た
府
州
県
の
記
事
は
見
え
な
い
の
で
、
さ
ら
に
検
討

13　（13）



の
要
は
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
万
暦
十
年
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
里
数
を
示
す
『
大
明
官
製
』
四
巻
本
・
五
巻
本
・
『
大
明
一
統
志
』
万
寿

堂
刊
本
の
う
ち
、
最
も
早
い
も
の
は
万
暦
七
年
刊
の
『
大
明
官
欄
』
四
巻
本
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
三
者
の
黒
甲
の
数
字
は
四
巻
本
が
も
と

に
な
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
そ
う
と
す
れ
ば
万
寿
叢
論
『
大
明
一
統
志
』
や
『
大
明
官
綱
大
全
』
の
改
訂
に
は
地
方
官
の
刊
刻
し
た
『
皇
明
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

書
』
が
坊
刻
の
も
の
の
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
①
　
内
閣
文
庫
蔵
本
（
万
暦
十
四
年
刊
）
。
杜
儒
孚
『
明
代
版
刻
綜
録
臨
（
江
蘇
広
陵
　
　
　
　
　
周
弘
祖
『
古
今
書
刻
』
上
編
（
古
典
文
学
出
版
社
　
一
九
五
七
）
に
よ
る
と
以
下

　
　
古
籍
刻
印
社
　
一
九
八
三
）
に
よ
る
と
、
宝
善
堂
は
建
陽
の
人
、
鄭
雲
斎
の
書
騨
　
　
　
　
　
の
刊
本
が
存
在
す
る
。

　
　
の
名
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
府
『
官
制
』
（
三
二
三
頁
）
　
南
京
國
子
監
『
大
明
官
制
』
（
一
二
三
二
頁
）

　
②
『
大
明
官
制
大
全
』
雑
修
官
鰯
凡
例
、
　
　
　
　
　
　
　
　
揚
州
府
『
大
明
官
制
』
（
三
四
三
頁
）
福
建
書
坊
制
書
類
『
大
明
官
制
』

　
　
一
、
官
制
旧
有
成
書
、
備
載
簑
宇
之
内
、
文
武
諸
司
衙
門
官
員
品
秩
・
巴
里
遠
週
　
　
　
　
　
　
（
一
二
山
ハ
一
　
一
頁
）

　
　
　
．
編
戸
多
寡
・
到
任
期
限
・
儀
注
等
項
、
目
黒
詳
悉
、
薄
墨
内
外
、
一
目
瞭
　

⑧
『
四
庫
全
書
総
目
藤
巻
八
○
史
部
職
官
類
存
臼
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

　
　
　
然
、
誠
仕
立
之
要
覧
也
。
…
…
故
豚
骨
『
大
野
会
典
』
・
『
一
統
志
』
・
『
広
田
國
』
　
　
　
　
の
は
、
『
明
官
制
恥
五
巻
と
あ
る
よ
う
に
、
宝
善
留
意
の
『
大
明
官
制
大
全
』
の

　
　
　
諸
書
及
見
行
事
宜
、
参
互
孜
校
、
采
輯
成
編
、
饅
梓
以
広
其
伝
。
庶
幾
少
御
士
　
　
　
　
　
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
君
子
披
覧
之
一
助
耳
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
孫
殿
起
『
販
書
偶
記
隠
巻
八
　
政
書
　
通
音
に
よ
れ
ば
、

　
　
一
、
旧
本
各
地
方
未
載
土
産
、
今
考
拠
『
一
統
志
』
及
諸
書
、
増
入
各
省
府
州
県
　
　
　
　
　
　
『
大
明
官
糊
騒
五
巻
　
万
暦
二
日
〔
二
十
九
年
〕
刊

　
　
　
之
下
、
偉
観
諜
報
其
所
自
、
以
為
格
物
之
助
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
あ
り
、
内
閣
文
庫
所
蔵
丙
戌
刊
本
・
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
置
丑
刊

　
③
　
対
照
の
た
め
史
料
を
原
文
の
ま
ま
引
周
す
る
箇
所
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
と
併
せ
て
、
少
な
く
と
も
三
種
の
五
巻
本
の
版
本
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ

　
④
　
楊
博
「
奉
詔
酌
議
郡
邑
繁
簡
疏
」
（
『
蒲
坂
楊
太
宰
献
納
稿
』
巻
五
）
内
閣
文
庫
　
　
　
　
　
か
る
。

　
　
蔵
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
『
職
方
致
鏡
』
六
巻
は
東
洋
文
庫
班
蔵
、
盧
伝
印
彙
編
、
盧
奇
剛
補
。
な
お
、

　
⑤
　
『
大
明
官
制
大
全
』
の
地
理
繁
簡
考
を
引
用
す
る
も
の
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
　
　
　
　
　
『
続
修
四
庫
提
要
』
（
台
湾
商
務
印
書
館
　
一
九
七
二
）
第
五
冊
　
史
部
に
著
録
さ

　
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
る
（
九
九
三
頁
）
。

　
　
　
胡
文
華
『
主
将
要
覧
』
、
同
『
華
夷
風
土
志
』
、
面
戸
『
職
方
孜
鏡
』
、
章
淡
『
図
　
　
⑩
桂
讐
『
皇
明
輿
図
』
の
図
叙
を
引
用
す
る
も
の
に
は
、
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら

　
　
書
編
』
、
呉
楚
材
『
彊
識
略
』
、
陸
化
熈
『
目
営
小
輯
』
（
一
部
改
）

⑥
　
『
穆
宗
実
録
騒
巻
一
－
九
b
　
嘉
靖
四
十
五
年
十
二
月
壬
子
。

⑦
堅
石
愚
『
忌
中
志
』
巻
一
八
内
構
経
書
紀
略

　
　
　
『
大
明
官
制
』
二
本
　
三
百
七
十
盛

れ
る
。張

天
復
『
皇
輿
考
』
、
羅
洪
先
『
広
輿
図
隠
（
嘉
靖
四
十
五
年
版
以
降
）
、
沈
一

　
貫
『
大
明
～
統
輿
図
広
略
』
、
王
鳴
鶴
『
登
壇
潔
癖
』
地
理
、
章
漢
『
図
書
編
馳

　
地
理
、
王
折
『
三
オ
図
会
』
地
理
、
下
元
伴
『
広
二
巴
考
臨
、
程
道
生
『
輿
地

14　（14）



「詞章之学」から「輿地之学」へ（大澤）

　
　
図
考
』
、
王
我
階
『
斬
鋼
武
備
全
書
』
、
茅
元
儀
『
武
備
志
』
方
輿
、
陳
組
綬

　
　
『
皇
明
職
方
地
融
』

　
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
経
世
文
集
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
黄
訓
『
皇
閉
名
臣
経
済
録
』
、
万
表
『
皇
明
経
済
文
鎮
』
、
黄
仁
薄
『
皇
明
経
世

　
　
要
略
』
、
陳
子
龍
等
『
皇
明
経
世
文
編
』

⑪
『
広
輿
考
』
に
つ
い
て
は
、
海
野
一
隆
「
『
広
輿
図
』
を
模
倣
し
た
地
図
帖
」

　
（
『
研
究
集
録
　
大
阪
大
学
教
養
部
』
人
文
・
社
会
二
〇
　
一
九
七
二
）
参
照
。
序

　
を
記
し
た
余
｛
龍
の
母
は
注
氏
で
、
編
纂
の
涯
縫
預
と
姻
戚
闘
係
に
あ
っ
た
と
思

　
わ
れ
る
。
余
　
龍
の
伝
で
あ
る
李
維
禎
『
大
泌
山
房
集
』
巻
六
六
　
余
学
僕
家
伝

　
に
よ
る
と
、
父
の
隠
英
は
、

　
　
時
英
公
号
寒
塘
処
士
、
受
学
覚
悟
洪
先
生
、
業
師
筆
算
廓
郷
先
生
、
癸
於
注
生

　
　
公
。

　
と
あ
り
、
『
広
輿
図
』
を
注
縫
預
に
示
し
た
と
い
う
洪
垣
（
覚
山
）
と
も
関
係
が
あ

　
つ
た
。
注
氏
・
余
氏
は
、
康
熈
『
婆
源
無
異
』
に
よ
れ
ば
と
も
に
進
士
・
挙
人
を

　
代
々
出
し
た
一
族
で
あ
る
。

⑫
郷
若
曾
『
簿
海
図
編
』
凡
例
の
引
用
書
目
に
、
星
源
の
游
済
用
の
編
に
な
る

　
『
分
野
輿
図
』
が
あ
り
、
制
憲
の
先
人
の
も
の
と
し
て
何
ら
か
の
影
響
を
も
っ
た

　
か
も
し
れ
な
い
。

⑬
　
『
方
輿
勝
略
』
に
つ
い
て
は
海
野
「
反
響
」
論
文
、
同
「
明
・
清
に
お
け
る
マ

　
テ
ナ
・
リ
ッ
チ
系
世
界
図
」
（
山
田
慶
児
編
『
新
発
現
中
国
科
学
史
資
料
の
研
究
鋤

　
論
考
編
一
九
入
五
）
及
び
王
重
畏
『
中
国
善
本
書
提
要
』
一
八
五
頁
参
照
。
『
方

　
輿
勝
略
』
が
『
広
輿
殿
中
を
引
用
し
て
い
る
の
は
、
海
野
論
文
の
指
摘
の
と
お
り

　
で
あ
る
。
編
者
の
程
百
二
は
、
『
中
国
善
本
書
提
要
』
子
部
署
忍
辱
に
『
程
琉

　
叢
刻
臨
存
五
種
二
〇
巻
の
編
者
と
し
て
み
え
る
が
、
董
重
罠
に
よ
る
と
程
百
二
は

　
又
の
名
を
輿
、
字
は
幼
輿
、
『
品
茶
要
録
補
』
の
記
慕
を
引
用
し
て
マ
テ
オ
・
リ

　
ッ
チ
と
も
隠
聞
圓
係
が
あ
っ
た
と
い
う
。
楊
縄
信
編
『
中
国
版
刻
綜
録
』
（
駿
西
入
民

　
出
版
社
　
一
九
八
七
）
に
は
万
暦
四
十
三
年
刊
『
程
最
悪
刻
九
種
』
　
三
巻
と
い

　
う
も
の
が
見
え
る
（
一
六
六
買
）
。

⑭
魏
隠
儒
『
中
國
古
籍
印
刷
史
』
（
印
刷
工
業
出
版
社
一
九
八
四
）
＝
鴎
頁

　
参
照
。

⑯
『
地
図
綜
要
』
に
つ
い
て
は
、
王
璽
民
前
掲
書
及
び
海
野
「
反
響
」
論
文
を
参

　
照
。
『
明
代
版
刻
綜
録
』
に
は
崇
憩
流
潤
堂
刊
と
す
る
。
序
は
京
都
大
学
人
文
科

　
学
研
究
所
蔵
本
と
天
理
図
書
館
蔵
本
と
で
異
な
り
、
人
文
研
蔵
本
は
李
茄
春
の
序

　
の
み
で
朱
紹
本
、
朱
国
達
、
朱
国
幹
の
序
及
び
参
寧
静
茂
を
欠
く
。

⑯
　
『
三
台
正
宗
不
求
入
細
巻
一
一
　
地
門
門
類
一
a
歴
代
国
都
、
『
商
品
一
覧
』
巻

　
下
五
七
b
歴
代
國
都
。

⑰
『
大
明
一
統
輿
図
広
略
』
一
五
巻
、
内
閣
文
庫
所
蔵
。
各
州
県
に
は
編
戸
の
里

　
数
と
当
所
の
所
在
を
註
記
す
る
。
地
図
に
つ
い
て
は
海
野
「
反
響
」
論
文
参
照
。

⑱
『
広
輿
翻
』
に
つ
い
て
は
、
海
野
「
反
響
」
論
文
参
照
。

⑲
『
二
二
記
』
薦
時
無
序

　
　
然
而
天
地
務
購
之
所
鍾
、
霊
異
之
所
葦
、
若
人
物
之
淑
徽
、
掻
払
響
之
幽
奇
、

　
　
難
禺
貢
職
方
有
未
及
、
而
博
古
握
管
者
、
寧
能
弁
髭
於
弦
耶
。
温
田
生
氏
、
所

　
　
独
加
意
於
此
也
。
．

⑳
『
広
輿
記
』
の
諸
版
本
に
つ
い
て
は
、
海
野
「
反
響
」
論
文
参
照
。
『
明
代
版

　
刻
綜
録
』
は
、
北
京
師
範
大
学
の
蔵
本
に
よ
り
『
広
輿
記
輪
の
万
暦
二
十
八
年
刊

　
本
を
傅
晶
晶
版
築
居
の
刊
と
す
る
。

⑳
　
『
一
握
坤
輿
』
一
三
巻
は
天
啓
七
年
の
竹
渓
主
人
遠
乗
の
序
を
も
ち
、
『
内
閣
文

　
庫
漢
籍
分
類
目
録
』
に
は
郵
志
図
南
と
す
る
。
な
お
、
蕉
東
発
「
明
代
小
説
家
、

　
刻
書
家
余
象
斗
」
（
『
明
清
小
説
論
叢
』
第
四
輯
春
風
文
芸
出
版
社
一
九
八
六
）

　
に
よ
る
と
耕
鋤
の
余
昌
酢
は
余
輩
斗
の
族
孫
で
あ
ろ
う
。
魏
隠
儒
『
中
国
古
籍
印

　
刷
史
』
に
よ
れ
ば
、
郡
志
談
は
字
は
景
南
、
号
は
百
拙
、
明
末
饒
安
人
と
い
う

　
（
一
一
四
頁
）
。
ま
た
『
関
代
版
刻
綜
録
』
は
麗
正
堂
と
し
て
郡
志
謹
を
掲
げ
、
別

　
号
の
竹
渓
散
人
を
挙
げ
て
い
る
。
王
重
斑
『
中
国
善
本
書
撮
要
嚇
子
部
　
小
説
類

　
『
四
種
争
奇
』
の
条
に
は
竹
渓
風
月
主
人
の
号
が
み
え
、
張
二
佐
の
序
に
拠
っ
て
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嘉
靖
三
十
九
年
前
後
の
生
ま
れ
だ
と
い
う
（
四
〇
〇
頁
）
。

㊧
　
地
誌
に
対
す
る
観
念
の
変
化
が
、
内
藤
湖
南
の
い
う
王
世
貞
・
焦
拡
の
新
た
な

　
掌
故
の
学
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
現
わ
れ
て
い
る
の
も
注
意
さ
れ
よ
う
。
内
藤
前
掲
書
、

　
二
六
九
頁
。

⑳
V
　
『
広
志
繹
』
は
『
四
庫
全
書
総
目
』
で
は
、
巻
七
八
　
遊
記
に
分
類
さ
れ
て
い

　
る
。
な
お
、
前
掲
拙
稿
註
（
4
0
）
参
照
。
王
±
性
は
『
江
西
省
大
志
』
の
編
者
王
宗

　
沐
の
姪
で
あ
る
。

⑳
　
由
根
幸
夫
前
掲
書
、
三
　
『
大
明
一
統
志
』
に
つ
い
て
、
参
照
。
葦
辺
文
庫
所

　
蔵
の
万
暦
戊
子
（
十
六
年
）
帰
仁
斎
刊
本
の
編
戸
の
里
数
も
、
嘉
靖
本
と
同
様
に

　
天
順
刊
本
を
踏
襲
し
て
い
る
。

魎
　
万
寿
堂
刊
本
は
新
設
の
州
県
を
収
録
し
、
里
謡
の
数
を
改
訂
し
た
の
み
な
ら
ず
、

　
各
府
・
直
隷
牢
獄
に
四
葬
の
界
、
北
京
・
南
京
か
ら
の
距
離
の
記
載
の
後
に
、
「
糧

　
五
十
万
石
零
」
（
巻
四
九
南
昌
府
）
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
の
版
に
は
見
ら
れ

　
な
か
っ
た
税
期
の
額
を
注
記
し
て
い
る
。
万
寿
堂
本
に
み
え
る
こ
れ
ら
の
現
象
は
、

　
官
刻
の
書
籍
の
権
威
が
現
実
的
要
請
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
、
坊
刻
の
も
の
が
形
成

　
さ
れ
て
い
く
過
程
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

㊧
　
『
霊
祠
擬
態
』
二
〇
巻
は
、
張
歯
が
保
定
巡
撫
在
任
中
に
刊
刻
さ
れ
た
。
山
根

　
前
註
⑭
参
照
。
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三
　
　
『
大
明
漏
統
志
』
へ
の
批
判

　
万
暦
中
期
に
な
っ
て
こ
の
よ
う
な
書
物
が
大
量
に
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
軍
事
的
な
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
を

注
意
し
て
お
き
た
い
。
嘉
靖
年
間
に
は
、
北
虜
南
倭
が
大
問
題
と
な
り
様
々
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
そ
の
当
事
者
の
中
に
は
許
論

『
九
辺
図
考
』
や
郵
若
曾
『
講
海
図
編
』
の
よ
う
に
、
論
著
を
編
纂
し
た
も
の
も
現
わ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
兵
部
の
官
僚
の
手
に
な
る

も
の
も
多
く
見
ら
れ
た
。
許
論
は
そ
の
奏
稿
に
見
え
る
よ
う
に
、
父
と
と
も
に
辺
地
を
巡
っ
た
後
、
兵
部
職
方
司
主
事
に
任
じ
ら
れ
辺
境
防
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
議
論
を
ま
と
め
て
い
る
。
覆
翼
『
九
辺
図
説
』
の
巻
首
に
掲
げ
る
「
題
為
仰
遵
明
盲
恭
進
九
辺
図
説
以
便
聖
覧
事
」
に
は
、
隆
慶
帝
の
登
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
詔
に
応
え
て
各
地
の
将
官
に
地
図
を
画
き
説
を
付
し
て
中
央
に
送
ら
せ
た
経
緯
を
記
す
が
、
当
時
州
県
の
繁
簡
を
問
題
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

軍
事
上
も
「
辺
腹
衝
緩
」
を
三
等
に
分
け
て
評
価
す
る
事
が
実
際
に
行
な
わ
れ
た
事
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
が
様
々
な
軍
事
問
題
の
書

籍
を
生
み
出
す
契
機
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
特
定
の
問
題
に
対
す
る
専
志
に
つ
い
て
は
、
既
に
王
庸
等
に
研
究
が
見
ら
れ
る
の
で
こ
こ
で
は

　
　
　
　
　
　
　
③

取
り
上
げ
な
い
が
、
以
下
に
主
と
し
て
全
国
を
対
象
と
す
る
総
志
や
地
図
に
つ
い
て
の
軍
事
面
の
影
響
を
見
て
み
た
い
。

　
王
庸
に
よ
れ
ば
、
項
篤
寿
『
考
定
輿
地
図
』
一
〇
巻
や
李
黙
『
天
下
輿
地
図
』
一
巻
も
、
編
者
が
兵
部
に
い
た
こ
と
が
そ
の
編
纂
に
関
係
が
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④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
項
篤
寿
は
郵
隣
の
外
甥
で
、
郵
暁
の
学
問
を
受
け
継
い
だ
と
い
わ
れ
、
ま
た
鄭
暁
『
欝
欝
』
等
の
刊
刻
も
し
て
い
る
。
郵

書
は
嘉
靖
二
年
の
進
士
で
職
方
主
事
を
授
け
ら
れ
、
『
九
辺
図
形
』
を
撰
し
て
い
る
し
、
ま
た
『
食
養
図
説
』
一
巻
と
い
う
も
の
も
『
千
頃
堂
書

屋
』
巻
一
　
書
類
に
著
録
さ
れ
て
お
り
、
地
理
に
関
心
を
懐
い
て
い
た
人
物
と
い
え
る
。
李
黙
『
天
下
輿
地
図
』
は
、
桂
薯
『
皇
明
輿
図
』
と

の
関
係
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
お
り
、
桂
蓼
『
皇
軍
輿
図
』
は
『
天
下
輿
地
図
』
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
王
庸

は
、
李
黙
が
吏
部
に
在
任
中
に
考
察
の
た
め
に
上
京
し
た
地
方
官
か
ら
取
材
し
て
、
『
天
下
輿
地
図
』
を
編
纂
し
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
『
皇
輿
考
』
や
『
職
方
孜
鏡
藤
の
序
に
は
、
兵
部
の
経
歴
を
も
っ
た
著
者
が
総
志
の
編
纂
を
志
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
『
皇
輿
考
』
張

天
事
序
に
は
「
復
た
嘗
て
員
を
職
方
に
備
え
扁
と
い
う
よ
う
に
、
職
方
司
に
在
任
中
に
編
纂
し
た
と
あ
り
、
『
職
方
美
嚢
』
盧
奇
序
に
よ
れ
ぽ
、

武
庫
司
の
公
務
の
合
間
に
父
盧
伝
印
の
草
稿
『
地
輿
一
覧
』
を
修
訂
す
べ
く
、
『
大
明
会
典
』
や
世
上
の
論
説
を
と
り
あ
げ
た
と
あ
る
。
崇
禎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

年
間
に
陳
組
綬
が
『
皇
明
職
方
地
図
』
を
編
纂
し
た
の
も
、
職
方
司
に
在
任
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
『
方
輿
勝
略
』
の
編
老
程
百
二
は
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

僚
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
編
纂
を
計
画
し
た
の
は
職
方
に
歴
値
し
た
各
組
薦
公
（
漏
癒
京
）
で
あ
っ
た
。
薦
応
答
は
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
と
の
関

係
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
茅
瑞
徴
は
地
理
・
軍
事
方
面
に
関
心
を
持
ち
、
総
志
で
は
な
い
が
古
典
研
究
の
『
禺
貢
涯
疏
』
を
編
纂
し

　
　
⑧

て
い
る
。
茅
瑞
徴
が
『
万
暦
三
大
征
考
』
・
『
皇
明
象
得
録
』
を
著
し
た
の
は
、

　
　
余
往
て
職
方
に
在
り
し
聞
、
歴
代
の
史
牒
及
び
耳
目
せ
る
近
事
を
按
じ
て
精
や
義
定
を
為
し
、
以
て
万
暦
窯
年
を
詑
え
る
。
…
…
頃
に
櫨
寺
に
居
り
て
暇

　
　
ま
多
し
、
因
り
て
麗
中
の
旧
稿
を
発
し
て
、
重
ね
て
参
証
を
加
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
『
皇
明
象
習
録
』
の
序
に
い
う
よ
う
に
、
職
方
司
に
任
官
し
そ
の
公
文
書
を
利
用
で
き
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
茅
瑞
徴
は
万
暦
二

十
九
年
の
進
士
で
断
江
黒
棚
の
人
、
『
武
備
志
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
茅
元
仁
の
族
兄
で
、
茅
坤
の
従
孫
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
職
方
司
は
輿
図
を
管
理
す
る
部
局
で
あ
っ
た
の
で
こ
の
よ
う
な
関
心
を
懐
く
も
の
も
で
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
『
大
明
一
統
志
』
に
は

軍
事
的
・
地
政
学
的
な
観
点
が
欠
け
る
こ
と
も
熟
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
前
提
の
う
え
に
、
万
暦
二
十
年
代
に
な
っ
て
か
ら
、
い

わ
ゆ
る
万
暦
の
三
大
征
の
よ
う
な
軍
事
的
緊
張
が
絶
え
な
か
っ
た
事
が
、
『
大
明
一
統
志
』
の
欠
陥
を
一
層
際
立
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
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え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
実
際
の
地
方
を
論
じ
る
に
は
、
兵
部
の
公
蹟
や
『
舞
海
図
編
』
の
よ
う
な
合
志
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
感
じ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
兵
部
の
文
書
に
欠
け
て
い
る
も
の
、
い
わ
ば
吏
部
や
戸
部
に
関
わ
る
情
報
を
、
『
大
明
会
典
』
や
『
大
明
官
制
』

の
よ
う
な
政
書
を
利
用
す
る
こ
と
で
埋
め
よ
う
と
し
た
の
も
無
理
は
な
い
。
李
黙
の
地
方
官
か
ら
の
取
材
に
は
こ
の
よ
う
な
一
面
も
存
在
し
た

の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
て
兵
部
の
経
歴
を
も
っ
た
も
の
が
、
北
辺
や
海
防
の
図
籍
の
み
な
ら
ず
、
兵
部
の
公
臓
や
『
大
明
一
統
志
』
と
は
異

な
る
総
志
を
志
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
万
暦
乙
未
（
二
十
三
年
）
の
屠
隆
の
『
職
方
致
鏡
』
序
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か

　
　
野
州
跳
梁
し
賓
衣
肝
食
、
大
い
に
王
師
を
集
め
て
力
を
劉
わ
せ
歳
を
経
て
僅
か
に
し
て
之
を
落
す
。
醜
虜
如
ら
ず
、
当
事
は
貢
市
を
以
て
魔
ぎ
、
我
が
財

　
　
力
頗
る
琿
く
。
時
に
楡
膿
を
報
じ
漏
水
の
役
一
た
び
創
ま
る
や
、
島
夷
蒲
服
し
て
哀
を
乞
い
、
朝
廷
磁
器
を
楽
し
み
大
い
に
封
賞
を
議
す
、
而
ど
も
戎
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
猶
お
築
醐
に
し
て
測
り
匝
た
し
。
士
大
夫
首
を
聚
め
て
諏
た
り
、
侍
む
所
は
惟
だ
皇
上
の
英
明
の
み
。

と
あ
る
よ
う
に
、
万
暦
時
代
の
寧
夏
（
霊
州
）
や
朝
鮮
方
面
の
軍
事
的
動
揺
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
無
為
無
策
の
当
時
の
士
大
夫
へ
の
批
判
を
呈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
た
後
で
、
『
職
方
孜
鏡
』
こ
そ
「
国
家
之
蓼
却
而
経
済
之
指
南
」
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
瀟
良
有
の
『
職
方
翼
鏡
』
序
は
、
世
間

に
は
駐
麗
文
で
人
口
に
切
藁
す
る
も
の
は
少
な
く
な
い
が
、
山
川
や
風
俗
・
税
額
・
沿
革
に
つ
い
て
は
い
い
加
減
で
口
を
閉
じ
て
し
ま
う
、
こ

ん
な
有
様
で
「
儒
者
博
雅
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
と
当
時
の
知
識
人
を
批
判
す
る
。
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タ

　
こ
の
よ
う
な
「
詞
章
之
学
」
と
は
別
の
現
実
の
問
題
を
か
か
え
た
地
域
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら
な
い
士
大
夫
へ
の
反
省
は
、
自
ず
と
経
世
、

実
用
を
求
め
る
も
の
と
な
ろ
う
。
経
世
と
い
う
言
葉
自
体
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
が
、
明
星
に
は
多
分
に
特
別
な
意
味
を
帯
び
た
言
葉
と
な
り
、

経
世
を
唱
え
る
こ
と
で
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
方
向
が
意
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
地
理
学
に
お
い
て
は
そ
れ
は
「
詞
章
之
学
」
に
対
す
る

批
判
と
い
う
形
を
と
っ
て
現
わ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
朱
謀
埠
『
方
輿
勝
略
』
序
に
は
、

　
　
予
其
の
書
を
観
る
に
、
郡
国
・
山
川
・
人
物
の
外
、
河
渠
・
海
防
・
辺
團
・
塩
屯
・
茶
馬
・
銭
穀
の
若
き
諸
器
画
は
、
該
括
し
て
審
か
に
之
を
取
ち
ざ
る
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莫
し
。
博
治
多
聞
、
誠
に
経
盤
の
権
衡
な
り
。

と
述
べ
る
よ
う
に
、
現
実
の
問
題
に
対
応
す
る
実
用
性
へ
の
志
向
が
は
っ
き
り
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
経
世
、
実
用

と
い
う
こ
と
が
念
頭
に
置
か
れ
た
表
現
は
、
「
詞
章
面
々
」
へ
の
不
満
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
や
が
て
は
『
大
明
一
統
志
』
そ
の
も

の
へ
の
批
判
が
率
直
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
品
等
禎
『
方
輿
勝
略
』
序
は
、
『
大
明
一
統
志
』
は
戸
口
・
田
賦
・
官
制
と
い
う
諸
々
の
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

政
典
を
掲
載
せ
ず
、
識
老
が
遺
憾
に
思
っ
て
い
る
と
記
し
た
し
、
徐
来
意
『
方
輿
勝
略
』
引
は
、

　
　
我
が
明
に
『
一
統
志
』
・
羅
文
恭
の
『
広
輿
図
』
有
り
、
摯
然
と
し
て
備
わ
れ
り
。
然
れ
ど
も
僅
に
都
会
・
省
議
・
郡
邑
・
華
麗
の
山
川
・
風
俗
・
人
物

　
　
　
　
　
あ

　
　
の
み
。
於
あ
、
其
の
随
塞
・
要
害
・
戸
口
・
銭
穀
・
軍
馬
回
数
と
夫
の
防
辺
・
転
漕
・
煮
海
の
弊
に
至
る
に
、
漫
と
し
て
こ
れ
に
及
ば
ず
、
亦
た
勝
者
の

　
　
臥
遊
に
資
済
す
る
も
、
諏
れ
ど
も
経
済
太
平
の
略
に
は
当
無
き
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
述
べ
て
、
要
害
・
戸
口
・
銭
諸
等
の
『
大
明
一
統
志
』
・
『
広
輿
図
』
に
欠
け
る
と
こ
ろ
を
指
摘
し
、
『
方
輿
経
略
』
こ
そ
は
「
関
梁
・
険
駐
・

糧
餉
・
卒
乗
」
や
「
河
豚
・
海
防
・
辺
防
・
塩
政
」
等
の
現
今
の
重
要
問
題
を
取
り
上
げ
、
「
洵
に
経
世
を
佐
け
る
に
足
る
者
な
り
、
　
一
斑
な

る
も
其
の
国
計
・
民
生
に
稗
有
る
こ
と
浅
鮮
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
経
世
の
書
た
る
に
恥
じ
な
い
点
を
力
説
し
て
い
る
。
『
方
輿
勝
景
』
は

「
詞
章
之
学
」
の
記
事
を
含
む
が
、
実
際
に
巻
首
の
輿
賦
総
に
は
税
糧
や
漕
運
・
商
税
・
思
量
・
塩
課
等
の
『
大
明
一
統
志
』
に
は
関
係
の
な

か
っ
た
数
字
を
列
挙
し
て
い
る
。

　
後
の
縮
笹
禺
に
は
明
が
滅
亡
し
た
原
因
は
軍
事
知
識
の
欠
如
に
あ
っ
た
と
す
る
見
解
が
児
ら
れ
、
既
述
の
『
読
史
方
輿
紀
要
』
総
序
一
に
は
、

『
大
明
一
統
志
』
は
「
古
今
の
戦
守
攻
取
の
要
は
概
ね
皆
な
詳
か
な
ら
ず
」
と
い
い
、
ま
た
間
凡
例
に
も
「
宋
の
『
簑
心
骨
』
よ
り
以
後
、
凡

そ
兵
器
戦
守
の
事
は
、
皆
な
略
し
て
書
せ
ず
」
と
記
し
て
、
当
時
の
薫
製
に
軍
事
的
観
点
が
欠
落
し
て
い
る
点
を
批
判
す
る
が
、
顧
祖
禺
に
見

え
る
『
大
明
一
統
志
』
へ
の
批
判
に
共
通
す
る
も
の
が
、
こ
の
時
期
か
ら
既
に
存
在
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
明
が
滅
亡
し
た
た

め
に
軍
事
的
な
関
心
が
高
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
既
に
万
貰
年
聞
に
は
当
時
の
内
外
の
憎
況
に
応
じ
る
意
味
で
『
大
明
一
統
志
』
へ

の
批
判
が
現
わ
れ
、
そ
の
た
め
の
知
識
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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細
論
『
九
辺
重
三
』
や
鄭
若
曾
『
講
海
図
編
』
の
よ
う
な
特
定
の
主
題
に
関
す
る
も
の
で
な
く
、
全
国
を
対
象
と
し
て
、
軍
事
戦
略
を
地
理

に
結
び
つ
け
て
考
え
る
こ
と
を
実
際
に
行
な
っ
た
の
は
、
万
暦
己
未
（
四
十
七
年
）
に
編
纂
が
始
め
ら
れ
、
天
啓
元
年
に
完
成
し
た
と
い
う
（
宋
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

序
）
、
茅
婚
儀
の
『
武
備
志
』
で
あ
ろ
う
。
自
序
に
お
い
て
茅
元
儀
は
二
五
〇
年
の
太
平
に
慣
れ
女
真
族
の
勃
興
に
無
為
無
策
で
あ
っ
た
当
時

の
朝
野
に
対
し
て
、
『
武
備
志
』
こ
そ
時
務
の
求
め
に
応
じ
て
著
し
た
も
の
だ
と
自
認
し
て
い
る
。
そ
の
「
戦
略
考
」
三
三
巻
は
歴
代
の
戦
闘

と
そ
の
戦
略
を
論
じ
た
も
の
で
、
ま
た
占
度
載
、
方
輿
に
は
各
省
の
巻
首
に
桂
薯
の
図
叙
と
『
方
輿
勝
略
』
ま
た
は
余
比
企
の
説
と
し
て
文
章

を
引
用
す
る
。
な
ぜ
区
別
す
る
の
か
は
解
ら
な
い
が
、
「
余
愚
衡
曰
く
」
と
す
る
そ
の
文
章
は
『
方
輿
勝
略
』
所
載
の
各
省
の
輿
図
説
と
同
じ
で
、

即
ち
『
広
輿
考
』
所
載
の
各
省
の
輿
図
説
と
同
じ
で
あ
る
。
余
想
衡
は
資
源
轟
沈
川
里
の
人
で
万
暦
二
十
年
の
進
士
、
畷
税
に
反
対
し
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

で
知
ら
れ
る
（
『
明
史
』
巻
二
三
二
）
。
『
広
輿
考
』
に
序
を
寄
せ
て
い
る
余
一
意
は
孟
春
四
十
四
年
の
進
士
で
同
じ
く
警
源
県
浩
川
の
人
で
あ
る
。

余
懸
衡
は
同
族
の
先
輩
の
関
係
し
た
『
広
輿
考
』
に
何
ら
か
の
関
心
或
い
は
関
係
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
て
も
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
余
想

衡
の
説
は
陳
組
重
『
皇
明
職
方
地
図
』
に
も
一
部
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
編
戸
の
里
数
を
み
て
も
『
皇
明
職
方
地
図
』
は
『
武
備
面
心
』
を
参
照

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

①
　
許
論
爽
稿
（
蠕
靖
十
・
六
年
七
月
一
二
十
一
一
貿
口
）

　
　
臣
父
吏
部
尚
書
許
進
、
多
歴
辺
唾
、
臣
自
習
男
乗
。
玉
椿
備
員
兵
部
職
方
司
主

　
　
事
、
十
重
戎
務
、
又
得
与
聞
其
事
、
朝
夕
簿
論
理
尽
心
力
、
曾
於
辮
寧
之
暇
、

　
　
撫
拾
旧
聞
、
皇
胤
時
宜
、
著
有
辺
論
九
篇
。

②
隆
慶
三
年
十
一
月
工
日
の
日
付
が
あ
る
。
な
お
、
『
皇
明
経
世
風
編
』
巻
三
工

　
三
所
収
。

③
　
王
庸
前
掲
書
、
明
代
北
方
辺
上
図
籍
録
、
明
代
海
防
図
籍
録
。

④
　
薫
籏
前
掲
書
、
明
代
総
輿
図
彙
考
。

⑤
項
篤
寿
に
は
、
嘉
靖
四
十
五
年
刊
『
申
言
恥
四
巻
（
『
中
国
版
刻
記
録
』
一
閤
二

　
頁
）
等
が
あ
る
。
自
身
の
著
に
は
、
『
四
庵
全
書
総
租
』
巻
五
八
　
史
部
　
伝
記

　
類
に
み
え
る
『
今
献
備
遺
』
閥
ご
巻
と
い
う
書
が
あ
る
他
、
　
『
金
史
論
賛
』
八
○

　
巻
（
『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
六
五
　
史
紗
類
存
目
）
と
い
う
も
の
も
あ
り
、
歴
史
に

　
も
関
心
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

⑥
陳
組
題
「
皇
明
職
方
地
図
大
序
」
に
は
「
崇
禎
八
年
歳
乙
亥
冬
十
月
望
目
壬
辰

　
兵
部
職
方
司
空
事
臣
陳
組
綬
盤
手
序
」
と
い
う
署
が
見
え
る
。
『
宿
明
職
方
地
図
』

　
に
つ
い
て
は
、
海
野
第
二
章
註
⑪
論
文
を
参
照
。

．
⑦
『
方
輿
勝
略
』
に
つ
い
て
は
第
二
章
註
⑬
参
照
。
『
方
輿
勝
略
』
南
師
仲
序
に
は

　
　
野
胎
漏
公
、
譲
国
職
方
、
参
藩
兼
楚
、
不
惟
愚
存
天
下
国
務
、
而
救
民
水
火
之

　
　
中
。

　
と
あ
る
。
南
師
紳
は
、
万
暦
王
十
年
磯
馴
に
反
対
し
て
嗣
籍
さ
れ
た
南
企
仲
の
従

　
兄
弟
（
『
明
史
』
巻
二
六
四
　
爾
厨
益
俵
、
『
明
人
伝
記
資
料
索
引
』
）
。
声
量
京
と

　
　
『
方
輿
勝
略
』
及
び
マ
テ
オ
・
リ
ヅ
チ
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
海
野
第
二
章
註
⑬
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「詞章之学」から「輿地之学」へ（大澤）

　
論
文
参
照
。

⑧
茅
瑞
徴
『
禺
貢
涯
疏
』
序

　
　
読
禺
貢
者
、
詳
九
州
之
山
川
、
日
賦
供
聚
米
之
画
、
習
漕
渠
之
岐
路
、
則
可
商

　
　
飛
戦
之
宜
、
察
棄
南
之
物
力
、
則
当
念
将
軸
之
空
、
放
旬
服
之
遺
鯛
、
則
当
興

　
　
書
票
之
利
、
而
翠
要
於
底
膜
財
賦
一
語
、
手
解
浩
繁
、
可
一
言
以
蔽
之
。

⑨
『
皇
明
象
署
録
』
（
『
国
立
北
平
図
書
館
善
本
叢
書
』
第
一
集
崇
禎
二
年
刊
本

　
影
印
）
。
謝
国
章
『
皇
閉
象
碍
録
』
蹟
（
『
明
清
筆
記
談
叢
』
（
上
海
古
籍
出
版
社

　
一
九
八
一
）
所
収
）
参
照
。

　
　
ま
た
、
『
皇
明
象
碍
録
』
郷
維
髄
序
に
よ
る
と
、

　
　
天
啓
癸
亥
（
三
年
）
、
予
暦
本
符
茅
公
聴
事
兵
曹
。
読
一
著
『
万
暦
齢
大
征
』
、

　
　
紀
叙
審
点
情
、
皆
従
案
履
抄
稿
中
、
抽
出
肯
繁
示
人
、
無
異
鋳
畷
而
山
金
者
。

　
と
あ
り
、
『
万
暦
三
大
征
』
の
編
纂
に
際
し
、
兵
部
の
公
文
書
を
利
用
し
た
こ
と

　
が
わ
か
る
。

⑩
『
明
史
』
巻
七
二
職
官
志
一
江
都

　
　
職
方
掌
輿
図
・
軍
制
・
城
陛
・
鎮
成
・
簡
練
・
征
討
之
事
。
凡
天
下
地
理
険
易

　
　
遠
近
、
辺
腹
魔
界
、
倶
掛
図
本
、
三
歳
　
報
、
与
官
軍
車
騎
之
数
借
上
。

⑫
瀟
良
有
『
職
方
孜
鏡
』
序

　
　
世
量
紗
月
露
風
雲
、
餅
四
腰
六
、
謄
灸
人
口
導
者
哉
。
蒲
往
往
稽
山
越
剛
靡
当
、

　
　
説
土
風
鋼
失
実
、
課
賦
額
則
冠
雪
、
語
沿
革
則
閉
山
、
志
陰
、
不
出
詳
知
天
下
、

　
　
儒
者
博
雅
之
謂
、
何
而
能
轟
然
此
也
。

⑫
李
維
槙
『
方
輿
勝
略
』
序
（
『
大
泌
山
房
集
』
巻
一
五
に
も
収
め
る
）

　
　
天
順
時
、
館
閣
修
『
大
明
｝
統
志
臨
、
不
載
戸
口
・
冊
賦
・
官
鋼
諸
大
政
典
、

四
　
「
輿
地
之
学
」
の
展
開

　
　
識
者
病
之
。
其
後
如
羅
文
恭
『
輿
図
考
』
之
属
、
於
経
略
差
詳
、
而
因
革
損
益
、

　
　
迄
今
局
格
履
変
　
。
新
安
程
幼
輿
所
行
『
方
輿
勝
略
』
、
蓋
本
旺
胎
漏
観
察
指

　
　
授
、
衙
李
孝
廉
長
門
参
伍
之
。
樽
詰
『
一
統
志
』
而
易
当
為
雅
言
新
繭
故
者
、

　
　
十
煽
情
。

　
李
孝
廉
長
卿
と
は
李
藁
家
の
父
李
鼎
の
こ
と
。
　
『
北
京
図
書
館
古
習
善
本
書
目
臨

　
集
部
　
明
別
集
類
に
、

　
　
李
長
早
掘
二
十
八
巻
　
明
李
鼎
撰
　
明
万
麿
四
十
年
李
嗣
宗
刻
本

　
と
あ
る
（
二
四
一
六
頁
）
。
さ
ら
に
、
『
千
頃
堂
書
跡
』
巻
八
に
、

　
　
李
鼎
『
｛
女
辺
策
』
六
篇
又
『
海
策
』
六
篇

　
　
　
雪
平
秀
吉
事
、
二
書
皆
上
鞘
朝
、
鼎
、
字
長
吉
、
新
建
人
、
万
暦
戊
子
挙
人
、

　
　
　
王
錫
爵
挙
兵
オ
参
鄭
洛
軍
事
。

　
と
あ
る
。
　
『
方
輿
望
略
隔
に
王
錫
爵
の
序
が
あ
る
の
は
こ
う
い
う
関
係
が
あ
っ
た

　
た
め
で
あ
ろ
う
。

⑬
　

『
彙
輯
輿
図
備
孜
全
書
陳
李
雲
翔
序
に
も
同
様
の
批
判
が
あ
る
。
前
掲
拙
稿
参

　
照
。

⑭
　
茅
元
儀
の
　
畑
作
に
つ
い
て
は
、
任
道
斌
『
肉
迫
智
二
元
儀
著
述
知
見
録
』
（
書

　
目
文
献
出
版
社
　
一
九
八
五
）
と
い
う
紹
介
が
あ
る
。

⑮
余
懲
衡
の
軍
事
関
係
の
著
作
に
、
『
古
方
略
』
四
隅
巻
崇
雪
間
刊
（
孫
殿
起

　
『
叢
書
偶
記
』
巻
甲
子
部
兵
家
類
）
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

⑯
　
第
二
章
誰
⑪
に
引
く
康
熈
『
婆
源
県
志
』
巻
五
　
建
蹴
鳳
の
濾
川
摂
氏
宗
綱
に
両

　
者
の
名
が
見
え
る
。

万
暦
末
の
地
理
書
の
中
で
歴
史
地
理
的
な
方
向
を
探
ろ
う
と
し
た
も
の
に
、
石
城
気
霜
の
朱
黒
壌
ら
の
グ
ル
ー
プ
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

21 （21）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

朱
謀
埠
は
『
水
経
注
箋
』
四
〇
巻
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
著
作
で
知
ら
れ
る
ほ
か
、
そ
の
蔵
書
の
豊
富
さ
で
知
ら
れ
て
い
た
。
『
明
史
』
巻

＝
七
に
は
、

　
　
万
暦
二
十
二
年
、
廷
議
し
て
石
城
・
翌
春
の
管
理
を
増
設
し
、
南
緯
に
命
じ
て
中
尉
を
以
て
石
城
燕
賀
の
事
を
理
め
、
不
法
な
る
者
を
劾
治
す
る
を
得
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
む
。
藩
政
を
穿
る
こ
と
三
十
年
、
宗
人
威
な
約
束
に
就
く
。
暇
あ
れ
ば
則
ち
戸
を
閉
じ
て
書
を
読
み
、
易
象
通
・
詩
故
・
春
秋
戴
記
・
魯
論
箋
及
び
他
書

　
　
を
著
す
こ
と
、
凡
そ
百
十
有
二
種
、
皆
な
手
か
ら
自
ら
繕
写
す
。
黄
蝶
亨
、
進
賢
に
令
為
り
（
投
閲
抗
証
し
て
劇
談
す
る
こ
と
之
を
久
し
う
す
、
逡
巡
し

　
　
て
庸
を
改
む
。
次
臼
、
北
面
し
て
弟
子
と
称
し
、
人
び
と
両
つ
な
が
ら
之
を
称
す
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
朱
謀
埠
は
程
百
二
『
方
輿
勝
略
』
に
万
黒
黒
戌
（
三
十
七
年
）
の
日
付
を
も
つ
序
を
寄
せ
て
い
る
が
、
『
水
経
注
箋
』
と
『
方

輿
勝
略
』
の
双
方
に
共
通
す
る
人
物
と
し
て
、
李
克
家
の
名
が
見
え
る
。
さ
ら
に
聖
子
章
『
郡
県
釈
名
』
に
も
、
魚
子
章
撰
の
序
を
書
し
た
人

物
と
し
て
「
豫
章
後
学
」
李
克
家
の
名
が
見
え
る
。
李
藁
家
は
字
は
嗣
宗
、
新
建
の
人
で
、
名
家
に
出
入
り
し
て
書
物
の
校
正
・
黒
門
の
協
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

を
業
と
し
て
い
た
ら
し
い
。
郭
子
章
は
江
西
泰
和
の
人
で
、
『
郡
県
釈
名
』
の
王
佐
の
序
に
よ
る
と
、
荘
子
章
が
貴
州
か
ら
郷
里
に
帰
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

き
に
王
佐
に
示
し
た
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
江
西
を
舞
台
と
し
た
知
識
人
の
交
流
が
見
て
取
れ
る
。
他
に
、
『
水
経
注
箋
』
と
『
郡
県
釈
名
』
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

共
通
し
て
名
の
見
え
る
も
の
に
、
石
城
王
権
の
関
係
者
と
思
わ
れ
る
朱
統
鐘
が
い
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
に
は
万
暦
四
十
年
前
後
の
年
代
を
も
つ

序
祓
が
付
い
て
お
り
、
万
暦
四
十
～
四
十
三
年
頃
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
刊
行
の
時
期
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ

と
、
関
係
者
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
当
時
江
西
の
掛
減
境
を
中
心
と
す
る
知
識
人
の
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
、

こ
れ
ら
の
書
に
見
え
る
三
期
名
か
ら
も
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
郡
県
釈
名
』
に
は
多
く
の
刻
逆
名
が
見
え
る
が
、
そ
こ
に
は
『
水
禽
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

箋
』
や
『
広
皇
輿
考
』
、
『
紀
録
彙
編
』
と
共
通
す
る
刻
工
の
名
が
あ
る
。

　
そ
し
て
、
彼
ら
が
取
り
上
げ
た
主
題
の
一
つ
が
、
『
水
経
石
箋
』
や
『
郡
県
題
名
』
に
見
え
る
歴
史
地
理
で
あ
り
、
ま
た
『
方
輿
勝
略
』
に

見
え
る
よ
う
な
同
時
代
の
問
題
、
経
世
致
用
を
念
頭
に
お
い
た
輿
地
の
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
『
郡
県
替
名
臨
の
郭
子
章
「
北
直
隷
郡
県

旧
名
序
」
に
は
、
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説
者
謂
え
ら
く
、
由
後
の
諸
嬢
は
我
が
大
寧
の
故
地
な
り
、
宜
し
く
軽
し
く
以
て
虜
に
資
す
べ
か
ら
ず
。
楡
林
・
尊
報
は
我
が
囲
猟
せ
る
旧
土
な
り
、
宜

　
　
し
く
久
し
く
虜
の
拠
と
為
す
べ
か
ら
ず
。
此
の
二
瀬
は
人
心
に
算
入
す
る
こ
と
已
に
久
し
。
輿
地
を
広
う
し
卑
官
を
復
す
る
は
、
其
の
議
甚
だ
風
な
れ
ど

　
　
其
の
害
甚
だ
巨
な
り
、
一
に
慎
重
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

と
述
べ
、
故
土
を
回
復
す
る
論
の
危
険
性
を
批
判
し
、
実
際
の
政
治
的
な
論
議
を
貰
ま
え
た
上
で
、
こ
の
歴
史
に
目
を
向
け
た
著
作
を
著
し
た

こ
と
を
記
し
て
い
る
。
歴
史
沿
革
を
記
す
と
い
っ
て
も
、
『
郡
県
釈
名
』
は
現
実
の
政
治
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
歴
史
地
理
を
志
向
す
る
も

の
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
が
万
暦
二
十
三
～
二
十
六
年
に
か
け
て
南
昌
に
滞
在
し
て
お
り
、
建
白
王
に
地
図
を
献
呈
し
た
り
、
『
図
書
編
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
編
者
章
横
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
な
お
、
リ
ッ
チ
が
滞
在
し
て
い
た
当
時
、
王
佐
は
南
昌
知
府
で
あ
っ
た
が
、
後
難
を
畏
れ
て
余
り
協
力
的

で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
リ
ッ
チ
と
身
心
緯
た
ち
と
の
直
接
の
接
点
が
当
時
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
『
方
蟹
玉
略
』
の
編
者
程

百
二
は
リ
ッ
チ
と
の
交
友
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
『
明
史
』
で
訟
訴
境
に
師
事
し
た
と
あ
る
進
賢
県
（
南
昌
府
）
の
知
愚
考
汝
亨
（
任
万
暦
二
十
七

　
　
　
⑧

～
三
十
二
年
）
は
、
噸
広
輿
図
』
系
統
の
地
熱
を
増
補
し
た
凝
香
煎
本
『
広
丁
幾
』
に
序
を
記
し
て
お
り
、
朱
鞘
緯
の
グ
ル
ー
プ
が
『
大
明
一
統

志
』
に
は
な
い
特
徴
を
持
っ
た
地
理
の
著
作
を
も
の
に
し
て
い
る
事
実
と
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
両
者
の
関
係
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

な
お
、
遠
雷
『
榔
嬢
文
集
』
巻
帯
　
家
伝
に
は
、
祖
父
張
汝
蝶
と
黄
五
爵
と
が
江
港
に
在
任
中
に
知
り
合
い
、
後
に
と
も
に
南
京
に
在
任
中
の

時
に
、
同
志
十
余
人
を
集
め
て
読
史
社
を
作
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。
張
汝
等
は
『
皇
胤
考
』
の
撰
者
で
あ
る
張
天
蓋
の
孫
で
あ
り
、
天
啓
刊
の

『
酒
事
輿
考
』
に
万
暦
平
茸
（
二
十
九
年
）
の
年
記
を
も
つ
「
訂
広
皇
輿
考
凡
例
」
を
著
し
て
い
る
。
『
広
皇
黙
考
』
は
基
本
的
に
は
『
墨
画
考
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

を
錯
襲
し
た
も
の
で
、
凡
例
に
よ
る
と
、
張
汝
蝶
が
万
暦
二
十
九
年
に
刊
刻
し
た
も
の
は
袖
珍
版
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
際
、
増
広
し
た
箇
所

は
、
州
県
の
改
名
や
行
政
区
画
の
変
更
、
州
県
の
古
名
の
朝
代
の
註
記
、
山
川
・
人
物
・
古
蹟
の
追
加
、
府
州
県
の
同
名
考
の
掲
載
、
首
都
と

各
省
間
の
道
里
を
列
挙
し
た
分
道
考
を
掲
げ
る
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。
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⑩

　
『
郡
県
釈
名
』
に
対
し
て
、
沿
革
地
理
を
集
成
し
た
名
勝
案
内
記
と
い
う
べ
き
曹
学
栓
『
大
明
一
統
名
勝
志
』
に
は
、
た
だ
名
勝
に
ま
つ
わ
る

詩
文
等
の
記
事
を
収
録
す
る
だ
け
で
な
く
、
沿
革
の
記
載
を
充
実
さ
せ
、
地
方
志
の
記
事
を
輯
め
た
り
、
城
周
を
記
し
た
り
、
碑
刻
を
紹
介
す
る

な
ど
、
そ
れ
ま
で
に
は
な
い
特
徴
が
見
ら
れ
た
。
も
と
も
と
曹
学
籍
に
は
山
川
は
詩
文
・
故
事
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
こ
そ
名
勝
と
な
る
と
い
う

考
え
方
が
あ
り
、
名
勝
を
理
解
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
故
事
を
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
曹
学
説
曲
馬
に
は
、

　
　
江
西
の
方
響
登
営
卿
、
宗
侯
欝
儀
の
『
水
墨
注
箋
』
を
寄
す
、
予
亟
か
に
取
り
て
之
を
読
む
に
、
其
の
有
る
所
の
者
は
正
に
有
る
を
塾
せ
ず
、
其
の
無
き

　
　
所
の
者
は
正
に
無
き
を
必
せ
ず
。
半
睡
憤
愚
し
て
之
を
快
し
と
せ
ず
。
偶
た
ま
『
構
外
便
覧
』
一
部
有
り
、
略
ぽ
左
に
箋
釈
し
て
曰
く
、
鼻
水
経
の
某
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
県
な
り
と
、
今
を
以
て
古
を
援
き
、
合
わ
せ
る
こ
と
什
の
七
、
其
の
合
わ
ざ
る
所
は
姑
く
後
来
を
埃
た
ん
。
是
に
前
念
に
感
触
し
て
是
の
書
を
作
る
。
津

　
　
々
乎
と
し
て
自
か
ら
已
む
能
わ
ず
。

と
述
べ
、
朱
謀
埠
（
欝
儀
は
字
）
の
『
水
毒
注
箋
』
の
い
い
加
減
な
の
を
み
て
手
直
し
を
し
ょ
う
と
し
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

「
江
酉
の
置
足
三
友
卿
」
と
は
曹
学
佳
と
は
万
暦
の
科
挙
の
同
年
の
李
長
庚
（
酉
卿
）
の
事
で
あ
ろ
う
。
李
長
庚
は
『
足
立
注
箋
』
に
万
暦
四
十

三
年
の
年
記
を
も
つ
序
を
記
し
て
お
り
、
さ
ら
に
播
光
祖
『
彙
輯
輿
図
備
孜
全
書
』
に
も
最
盛
六
年
の
年
記
を
も
つ
序
を
記
し
て
い
る
。
こ
の

序
に
よ
る
と
曹
芸
備
は
『
乙
女
便
覧
』
に
註
を
加
え
る
と
い
う
形
で
、
各
州
県
ご
と
に
記
事
を
ま
と
め
て
い
っ
た
と
い
う
。
曹
長
鳥
は
古
蹟
に

関
す
る
書
物
・
詩
賦
の
類
を
挙
げ
、
名
勝
を
故
事
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
と
ら
え
よ
う
と
し
た
。
そ
の
土
地
の
経
緯
を
正
し
く
知
る
た
め
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

曹
論
結
め
よ
う
な
観
念
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
故
事
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
『
戦
国
策
』
は
引
用
さ
れ
て
も
、
現
在
の
地

域
の
か
か
え
て
い
る
問
題
点
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
態
度
は
ま
だ
な
い
。
但
し
、
掌
古
の
学
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
『
大
明
一
統
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

勝
志
』
の
中
で
現
行
の
制
度
の
由
来
を
考
え
た
り
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
結
局
、
曹
学
帽
が
い
か
に
不
満
を
覚
え
た
に
せ
よ
、
出
面
壌
の

『
水
密
注
箋
』
に
集
ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
初
め
て
歴
史
地
理
的
な
考
究
に
一
つ
の
刺
激
を
点
じ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

さ
ら
に
曹
学
栓
が
、
内
藤
湖
南
に
よ
れ
ば
古
書
の
抄
録
に
す
ぎ
な
い
と
は
い
え
、
大
部
の
『
大
明
一
統
名
勝
志
』
を
編
纂
す
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
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余
弊
よ
り
是
書
に
稗
益
す
る
所
有
る
能
わ
ざ
る
も
、
書
の
益
を
受
け
る
や
多
し
。
書
成
り
て
、
経
を
読
み
、
史
を
読
み
、
詩
を
読
む
こ
と
文
の
若
し
。
江

　
　
河
溝
檜
の
曲
折
の
如
き
は
、
威
な
其
の
往
く
所
を
知
り
て
迷
わ
ず
、
爾
鴉
の
経
伝
を
釈
く
が
如
く
然
り
、
是
も
亦
六
書
の
流
な
り
。
或
い
は
其
れ
少
し
く

　
　
来
学
に
益
有
ら
ん
か
。
願
わ
く
は
志
を
同
じ
う
す
る
者
と
之
を
商
ら
ん
。

と
そ
の
実
用
性
を
誇
っ
て
、
曹
学
栓
が
そ
の
序
を
記
し
た
と
き
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
も
の
を
薯
わ
し
た
と
い
う
自
負
が
窺
え
る
よ
う
で
あ

る
。
こ
れ
は
「
詞
章
之
学
」
を
補
う
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
正
確
を
期
し
て
方
志
・
碑
潮
に
取
材
し
て
、
記
事
を
集
め
よ
う
と
す
る
態
度

の
追
求
す
る
も
の
は
、
無
意
識
の
う
ち
に
『
大
明
一
統
志
』
の
「
詞
章
藩
学
」
を
超
え
る
も
の
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
相
互
に
矛
盾
す
る
記
載

を
並
記
す
る
だ
け
で
は
、
煩
項
に
は
成
り
得
て
も
い
ま
だ
方
法
論
を
確
立
し
た
考
証
と
は
成
り
得
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
詞
章
之
学
」
へ

の
批
判
と
し
て
、
新
た
に
経
世
・
実
用
を
志
向
し
た
系
譜
の
下
に
考
証
学
が
現
わ
れ
る
に
は
、
顧
炎
武
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
歴
史
地
理
を
経
世
当
用
の
た
め
に
論
じ
よ
う
と
し
た
も
の
に
は
、
崇
禎
末
年
に
刊
行
さ
れ
た
呉
国
輔
『
今
古
輿
地
図
』
が
あ
る
。
そ
の
編
纂

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
は
、
陳
子
龍
の
序
に
、
「
近
ご
ろ
は
、
女
直
東
北
に
蒙
託
し
、
大
盗
網
羅
に
蟻
聚
す
」
と
あ
る
よ
う
な
当
時
の
状
況
認
識
が
あ
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
軍
事
を
重
視
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
武
器
や
戦
術
の
研
究
へ
と
向
か
う
の
で
は
な
く
、
戦
略
の
背
景
と
し
て
の

地
理
へ
と
つ
な
が
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

　
　
此
れ
其
の
図
有
る
を
必
ず
る
也
、
夫
れ
地
形
よ
り
大
な
る
は
黒
く
、
兵
事
よ
り
急
な
る
は
甚
し
。

と
い
う
よ
う
に
、
軍
事
に
お
け
る
地
図
の
重
要
性
の
認
識
か
ら
、
地
図
と
い
う
表
現
を
採
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
地
図
は
、
同
時
代
に
お
け
る

問
題
解
決
の
た
め
の
有
効
な
手
段
と
し
て
の
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
陳
子
龍
の
序
に
、

　
　
之
を
観
る
者
を
し
て
、
幅
員
の
広
大
、
風
俗
の
錯
雑
な
る
を
見
せ
し
め
ば
、
之
を
治
む
る
に
各
々
其
の
方
有
り
て
、
以
て
繧
靖
を
謀
り
て
翔
ち
政
を
修
め
、

　
　
山
川
阻
塞
し
経
界
の
限
を
跨
ぐ
を
見
せ
し
め
ぱ
、
好
雄
の
影
響
す
る
所
と
為
り
、
夷
独
の
薦
食
す
る
所
と
為
る
を
恐
れ
て
剛
ち
備
え
を
修
め
、
土
地
山
河

　
　
は
是
れ
一
興
な
ら
ず
、
名
号
迭
更
す
る
を
見
せ
し
め
ば
、
農
相
に
竪
参
し
て
天
命
の
仮
上
せ
ざ
る
を
知
り
て
別
ち
徳
を
修
め
ん
。
是
の
図
や
、
守
国
の
善

　
　
経
、
保
治
の
良
規
に
あ
ら
ざ
る
か
。
職
方
の
掌
る
厨
、
蒸
相
の
収
め
る
所
と
盤
も
是
過
ぎ
ざ
る
な
り
。

と
い
う
よ
う
に
、
様
々
な
人
文
地
理
・
自
然
地
理
の
様
相
、
歴
代
の
興
亡
の
跡
を
論
じ
図
に
現
わ
す
こ
と
で
、
実
際
の
政
治
に
役
立
て
よ
う
と
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す
る
視
点
が
窺
え
る
。
現
在
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
古
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
と
き
、
地
理
学
は
同
時
代
の
問
題
の
理
解
の
た
め
に

あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
現
在
と
過
去
を
通
貫
す
る
理
解
を
得
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
は
歴
史
を
鏡
竪
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

見
る
中
国
で
は
当
然
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
文
章
で
は
な
く
地
図
と
そ
の
解
説
を
手
段
と
し
た
点
に
明
野
の
経
世
学
的
な
特
微
が
あ
ろ
う
。
政

治
を
修
め
、
防
備
を
修
め
、
徳
を
修
め
る
と
い
う
実
に
務
め
る
こ
と
が
、
か
つ
て
文
章
を
作
る
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
「
詞
章
之
学
」
と
は
正
反

対
の
立
場
が
、
地
理
学
の
目
的
と
し
て
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。
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⑱

　
「
詞
章
之
学
」
の
対
極
に
あ
る
と
い
え
る
も
の
が
、
天
啓
元
年
の
序
を
も
つ
陸
化
照
『
目
営
小
景
』
四
巻
で
あ
る
。
大
部
な
も
の
で
は
な
い

が
、
古
蹟
と
物
産
し
か
な
い
『
大
明
一
統
志
』
に
満
足
せ
ず
「
詞
章
空
酒
扁
を
排
除
し
た
、
地
誌
と
い
う
よ
り
も
政
書
に
近
い
性
格
の
も
の
で

あ
る
。
応
化
熈
の
引
に
よ
れ
ば
、
万
暦
二
十
七
年
に
『
大
明
一
統
志
』
を
読
ん
で
そ
の
記
載
に
不
満
を
抱
い
て
編
纂
を
始
め
、
万
暦
四
十
一
年

か
ら
進
士
の
教
習
期
間
の
暇
に
膏
吏
に
妙
写
さ
せ
、
一
度
完
成
し
た
が
帰
省
中
に
原
稿
を
失
っ
た
。
泰
昌
元
年
に
喪
が
明
け
て
上
京
し
、
任
官

を
待
つ
間
に
旧
稿
を
探
し
た
と
こ
ろ
幸
い
に
発
見
さ
れ
た
の
で
復
た
写
本
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　
『
目
営
小
輯
』
は
、
巻
首
に
「
方
輿
原
始
」
と
し
て
『
尚
書
』
歯
骨
、
『
讃
詞
』
職
方
、
『
尚
書
』
禺
貢
、
『
漢
書
』
地
理
志
を
掲
げ
、
元
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

に
測
定
さ
れ
た
各
緯
度
「
発
四
海
測
験
二
十
七
所
」
を
示
す
。
そ
の
特
徴
は
実
用
面
の
重
視
で
あ
り
、
「
各
省
上
等
歳
額
」
・
「
太
倉
銀
庫
歳
入

見
額
扁
と
い
っ
た
具
体
的
な
数
字
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
、
体
例
を
た
て
て
府
州
県
を
列
挙
し
て
沿
革
、
吏
治
の
評
語
、
駅
・
巡
司
、
山
川
等
を

記
し
、
r
文
集
・
奏
議
か
ら
と
っ
た
辺
防
・
母
恋
に
関
わ
る
文
章
を
随
所
に
付
し
て
い
る
。
各
省
の
末
尾
の
総
論
に
は
南
北
直
隷
や
貴
州
の
よ
う

に
揚
言
の
繁
簡
考
を
節
略
し
た
も
の
も
見
え
る
が
、
誓
書
に
は
言
意
や
楊
博
と
も
異
な
る
独
自
の
文
章
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
性
格
を
一
言
で
い

え
ぼ
、
地
誌
で
は
あ
る
が
三
輪
と
七
て
『
大
明
官
制
』
に
つ
な
が
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
『
大
明
会
典
』
が
官
制
に
依
っ
て
配
列
さ

れ
た
政
書
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ぼ
、
『
目
営
小
輯
』
は
中
央
官
制
は
な
い
が
、
州
県
毎
に
配
列
し
た
留
書
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
る
と
も
い

え
る
。
「
詞
章
之
学
」
の
全
く
な
い
、
総
志
と
し
て
は
特
異
な
性
格
の
も
の
で
あ
る
が
、
官
僚
の
ハ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
と
い



「詞章之学」から「輿地之学」へ（大澤）

う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
政
書
に
近
い
も
の
と
な
っ
た
こ
と
も
自
ず
と
理
解
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
祥
符
丁
〔
編
戸
一
百
七
十
五
里
、
漢
俊
義
○
衝
劇
疲
○
書
冊
井
郡
王
五
十
二
卓
論
、
分
守
大
梁
道
駐
割
、
有
宣
武
衛
・
河
南
中
衛
・
護
衛
、
大
梁
馬
駅
逓

　
　
　
運
瞬
〕

　
　
陳
留
県
〔
在
府
治
東
五
十
里
、
編
戸
四
十
八
塁
、
古
有
華
○
次
衝
淳
、
設
華
城
駅
○
誰
水
在
県
東
北
四
十
璽
、
東
経
誰
州
達
難
論
〕

と
い
う
体
例
を
、
陸
句
歴
は
「
仕
籍
の
如
し
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、
『
大
明
官
制
』
に
よ
く
似
て
お
り
、
駅
や
巡
検
司
を
各
県
ご
と
に
記
載

す
る
の
は
、
地
方
行
政
の
実
際
に
注
意
を
向
け
た
も
の
と
い
え
る
。
明
代
の
経
世
文
集
に
は
、
戯
訓
編
『
皇
明
名
臣
経
済
録
』
の
よ
う
に
内
閣

・
六
部
等
の
官
制
に
依
っ
て
配
列
さ
れ
た
も
の
や
、
万
表
編
『
皇
明
経
済
文
書
』
の
よ
う
に
官
制
の
後
に
更
に
地
域
毎
の
配
列
を
加
え
た
も
の

が
あ
る
。
官
制
に
依
る
と
い
う
こ
と
は
行
政
上
の
問
題
か
ら
の
観
点
の
存
在
を
示
し
、
そ
の
政
書
と
し
て
の
性
格
を
意
識
さ
せ
る
が
、
地
域
毎

の
配
列
が
加
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
二
黒
で
あ
る
だ
け
て
な
く
更
に
地
域
に
対
す
る
観
点
が
深
ま
っ
た
と
も
い
え
る
。
『
目
営
小
粒
』
は
そ

の
延
長
上
に
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
崇
禎
六
年
序
の
溜
愈
々
『
彙
輯
輿
図
備
放
全
書
』
一
八
巻
は
『
大
明
一
統
志
』
を
始
め
様
々
な
書
物
を
博
捜
し
た
も
の
で
、
編
声
の
里
数
等

は
『
目
当
小
輯
』
を
受
け
継
ぎ
、
世
界
地
図
や
各
省
の
地
輿
図
説
等
を
『
方
輿
勝
略
』
か
ら
受
け
継
い
で
い
る
。
そ
の
点
で
は
、
明
豊
の
地
理

書
の
．
一
集
成
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
各
県
の
記
載
を
見
る
と
、

　
　
面
繋
県
〔
漢
淡
儀
、
東
縮
縫
州
、
後
篇
沖
州
、
朱
改
此
、
編
戸
一
頂
七
十
五
黒
、
全
編
二
丞
二
簿
○
煩
劇
衝
疲
軍
衛
雑
処
難
治
○
周
藤
井
郡
王
五
十
二
同

　
　
　
城
、
分
守
大
梁
道
駐
割
、
有
宣
武
衛
・
河
爾
中
衛
・
護
衛
、
大
梁
馬
駅
逓
運
所
〕

　
　
難
語
県
〔
在
府
治
東
五
十
里
、
古
有
華
、
秦
改
此
、
編
戸
四
十
八
里
、
無
簿
○
次
衝
民
淳
、
設
華
城
駅
○
誰
水
在
県
東
北
四
十
里
、
東
経
越
州
達
寧
陵
〕

と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
凡
例
に
は
従
来
の
諸
書
の
沿
革
の
不
備
を
批
判
し
各
州
県
を
大
書
し
た
と
い
う
が
、
歴
代
の
州
県
名
・
衙

門
の
添
設
裁
革
・
吏
治
の
評
語
を
除
け
ば
、
『
目
営
小
輯
』
の
記
載
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
『
鼠
営
小
輯
』
は
こ
の
州
県
ご
と
に
改
行
し
て

列
挙
し
た
点
を
無
籍
の
よ
う
だ
と
記
し
た
が
、
建
学
沿
革
の
記
載
で
『
大
明
一
統
志
』
の
よ
う
な
府
ご
と
に
ま
と
め
た
形
式
を
破
っ
た
の
は
、
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直
接
に
は
『
目
潟
町
輯
』
を
承
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
の
『
彙
輯
輿
図
備
放
全
書
』
の
各
項
目
は
『
大
明
一
統
志
』
と
よ
く
似
た
も
の

で
、
「
詞
章
之
学
」
の
性
格
も
持
っ
て
は
い
る
が
、
『
方
輿
勝
略
』
に
由
来
す
る
多
く
の
地
図
や
様
々
な
論
議
の
収
録
は
、
単
な
る
『
大
明
一
統

志
』
の
節
略
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
い
る
。
特
に
教
化
と
軍
事
と
い
う
同
晴
代
の
間
題
に
関
心
を
寄
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
凡
例
に
は
、

『
大
明
一
統
志
』
は
郡
の
沿
革
を
載
せ
る
だ
け
で
、
税
糧
・
屯
田
等
は
載
せ
な
い
、
と
批
判
し
、
さ
ら
に
、

　
　
　
一
、
諸
刻
は
止
だ
十
三
省
・
九
辺
諸
輿
図
有
る
の
み
。
是
の
集
は
則
ち
利
西
泰
の
進
呈
せ
る
四
大
部
州
輿
図
併
び
に
纏
度
を
以
て
首
と
為
し
、
人
を
偉
て

　
　
　
　
九
州
の
外
に
更
に
是
の
如
き
の
大
有
る
を
知
ら
し
め
ん
。

と
い
う
よ
う
に
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（
利
西
岳
）
の
世
界
図
を
巻
首
に
収
録
し
、
新
し
い
世
界
認
識
を
知
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
方

輿
人
払
』
の
地
図
を
引
用
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
実
用
性
の
追
求
が
従
来
の
地
理
書
の
枠
組
み
を
越
え
た
新
奇
な
知
識
の
受
容
を
も
た
ら
し

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
薦
応
京
の
落
胆
に
よ
る
『
方
輿
勝
略
』
の
よ
う
に
直
接
リ
ッ
チ
と
関
係
の
あ
っ
た
も
の
で
な
く
、
南
京
の
書
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
あ
る
版
築
屠
が
出
版
し
た
こ
と
に
、
か
え
っ
て
よ
り
広
い
受
容
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

①
　
　
『
五
雑
組
』
巻
一
三
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
欝
儀
は
朱
謀
議
の
字
。

　
　
今
天
下
蔵
書
之
家
、
蓼
下
帯
数
奨
。
王
孫
則
開
封
睦
橡
、
南
至
輪
禍
直
家
循
温
。

　
　
…
…
南
愚
蓋
読
轡
者
非
徒
蔵
也
、
而
巻
候
不
為
備
。

②
　
『
中
国
善
本
書
提
要
臨
史
部
　
地
理
類
　
『
水
経
注
箋
』
四
周
半
（
工
一
〇
頁
）
、

　
　
〔
李
〕
克
家
、
字
嗣
宗
、
老
於
太
学
生
、
遊
諸
鐙
公
之
門
、
以
獲
助
校
刻
欝
籍

　
　
為
業
者
。
今
観
其
所
校
書
、
亦
撲
学
之
人
也
。

　
第
三
章
註
⑫
の
季
鼎
の
子
。
李
墨
家
に
は
『
戎
黙
曇
霞
』
工
一
巻
と
い
う
著
が
あ

　
る
が
、
朱
謀
緯
が
李
鎗
金
を
認
め
た
の
は
こ
の
書
に
よ
る
ら
し
い
（
為
重
民
前
掲

　
書
辞
入
六
頁
）
。
こ
の
書
に
協
力
し
た
新
安
の
孫
汝
澄
は
、
朱
筆
埠
の
『
水
軍
注

　
箋
』
に
も
名
が
見
え
る
。
ま
た
、
李
克
家
が
朱
難
境
・
に
協
力
し
た
も
の
に
は
、
他

　
に
『
察
炉
開
別
記
』
が
あ
る
（
王
重
罠
前
掲
書
五
一
五
頁
）
。

③
欝
欝
章
に
つ
い
て
は
、
山
根
幸
夫
「
郭
子
章
『
城
番
拙
に
つ
い
て
」
（
『
古
典
研

　
究
会
創
立
二
十
五
周
年
記
念
国
書
漢
籍
論
集
』
欝
欝
書
院
　
一
九
九
一
）
参
照
。

　
な
お
、
郭
子
章
は
貴
州
野
瀬
在
任
中
に
、
広
東
で
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
と
会
見
し
た

　
と
い
う
（
海
野
弟
二
章
註
⑬
論
文
）
。

④
王
佐
「
大
鋼
馬
青
螺
郭
公
郡
県
釈
名
序
」
（
万
暦
四
十
三
年
）
。

　
　
従
贈
器
機
、
継
衛
離
僑
臓
、
以
一
編
示
。
佐
啓
視
之
、
則
江
省
郡
県
釈
名
去
。

　
　
読
之
卒
業
、
佐
賑
然
日
、
此
経
世
轟
轟
。

⑥
　
朱
統
鐘
は
『
水
工
注
箋
』
や
『
郡
県
釈
名
』
に
は
南
州
後
学
と
し
て
見
え
る
こ

　
と
か
ら
朱
謀
緯
の
後
輩
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
『
進
士
題
名
碑
録
』
に
は
崇
禎
七
年

　
の
進
士
に
朱
統
鐙
と
い
う
石
城
王
府
の
人
物
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
石
城
覇
府
の

　
関
係
者
と
思
わ
れ
る
。
『
明
史
』
巻
一
〇
〇
　
諸
王
世
態
序
に
宗
室
の
命
名
の
原

　
則
と
各
王
府
で
用
い
る
文
字
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
寧
府
の
条
に
は
「
磐
戸
朔

　
震
洪
、
多
謀
統
房
中
」
と
あ
り
、
勘
当
境
の
上
の
文
字
の
謀
は
第
七
世
の
文
字
で
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五
行
の
土
を
含
む
字
を
下
に
も
ち
、
朱
壷
鐙
や
朱
統
鐘
に
つ
い
て
は
、
統
は
第
八

　
世
の
文
字
で
五
行
の
金
を
下
の
字
に
持
つ
命
名
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
こ

　
の
朱
統
鐙
（
蔚
玄
）
は
陳
組
綬
と
同
年
の
進
士
で
窮
余
正
ら
と
共
に
『
皇
明
職
方

　
地
図
』
の
編
纂
に
も
協
力
し
て
い
る
（
『
皇
明
職
方
地
図
』
或
聞
）
。

⑥
刻
工
に
は
、
郷
邦
畿
（
『
郡
県
釈
名
隔
、
『
広
薬
練
考
』
、
『
水
経
注
箋
』
）
、
〔
南
昌
〕

　
郷
邦
化
（
『
郡
県
釈
名
』
、
『
紀
録
彙
編
』
）
、
〔
豫
章
〕
喩
鎧
写
姜
良
刻
（
『
郡
県
釈

　
名
』
、
『
水
貸
下
箋
』
）
等
の
名
が
共
通
し
て
見
ら
れ
、
名
の
前
に
江
西
の
地
名
を

　
記
す
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
書
は
江
西
で
刊
刻
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

　
る
。
王
重
民
前
掲
轡
四
一
七
頁
『
紀
多
食
編
』
の
条
参
照
。

⑦
マ
テ
オ
・
リ
ヅ
チ
『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史
邑
（
川
名
公
平
訳
、
岩
波
書
店

　
一
九
八
二
）
、
第
三
書
第
＝
㍊
早
。
ま
た
第
二
章
註
⑩
及
び
、
同
海
野
論
文
参
照
。

⑧
康
煕
『
進
賢
県
志
』
巻
一
〇
職
官
知
県

　
　
黄
汝
亨
、
繁
雑
甫
（
父
）
、
本
葺
庸
、
仁
和
人
、
進
士
、
万
暦
二
十
七
年
任
。

⑨
　
『
広
皇
輿
考
』
所
収
の
張
汝
憲
「
訂
広
皇
輿
考
凡
例
」
に
よ
る
と
、

　
　
弦
孜
一
刻
於
楚
、
再
刻
雨
燕
、
今
規
曝
露
之
、
倣
為
袖
珍
。

　
と
あ
る
。
同
じ
く
張
汝
塗
盆
に
は
「
伯
兄
令
清
江
、
厳
刻
之
漁
江
署
中
、
予
来
重

　
新
之
」
と
あ
り
、
張
汝
森
の
重
刊
本
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

⑩
　
曹
学
佳
に
つ
い
て
は
、
市
原
亨
吉
「
歴
代
詩
選
と
曹
学
佳
の
生
涯
」
（
『
東
方
学

　
報
』
京
都
四
五
　
一
九
七
三
）
参
照
。
ま
た
、
曹
学
佳
『
蜀
中
名
勝
記
』
に
は
、

　
点
校
本
（
重
慶
出
版
社
　
一
九
八
四
）
が
あ
る
。

⑪
友
卿
と
酉
獅
と
は
同
音
（
緒
。
β
ρ
筍
σ
q
）
。
李
長
庚
は
万
暦
四
十
三
年
に
『
水
経
注

　
箋
』
に
序
を
記
し
て
い
る
。
康
煕
『
江
西
通
志
瞼
巻
一
三
に
よ
る
と
在
任
期
間
は

　
定
か
で
な
い
が
、
万
麟
時
代
の
布
政
使
に
そ
の
名
が
見
え
る
。

⑫
　
直
隷
名
勝
志
巻
一
　
順
天
府

⑬
前
掲
拙
稿
註
（
6
7
）
参
照
。

⑭
　
内
藤
前
掲
書
三
一
九
頁
。

⑮
『
今
古
輿
地
図
阯
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
。
海
野
「
反
響
」
論
文
参

　
照
。

⑯
　
陳
子
龍
『
安
雅
堂
稿
』
巻
二
に
は
「
歴
代
輿
地
図
序
」
と
し
て
収
録
さ
れ
、

　
　
予
在
越
州
、
金
吾
呉
公
、
胤
其
所
蔵
四
明
沈
氏
『
歴
代
輿
地
図
』
乱
雲
。

　
と
あ
り
、
沈
定
之
の
編
纂
に
な
る
も
の
の
よ
う
に
い
う
。
孫
殿
起
『
高
望
禁
書
知

　
画
譜
録
』
に
は
、
「
明
〃
旧
門
陰
呉
国
熱
糊
∴
沈
｛
疋
ウ
脂
雪
中
、
嵐
ホ
浦
隅
詣
－
山
ハ
年
刊
昧
黒
臨
套
印
本
」

　
と
し
、
挑
国
元
『
総
代
禁
搬
書
目
』
補
遺
二
に
は
、
「
明
麗
定
之
輯
、
田
上
・
中
・

　
下
三
巻
」
と
し
て
い
る
。

⑰
内
藤
前
掲
書
二
八
六
頁
に
紹
介
す
る
王
光
沢
『
閲
史
約
書
置
も
問
様
の
性
格
の

　
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑱
　
　
『
目
営
小
輯
隔
は
内
閣
文
庫
所
蔵
。
ま
た
中
国
史
学
叢
書
三
編
（
学
生
書
局

　
一
九
八
七
）
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
天
啓
五
年
の
記
事
を
含
む
の
で
、
刊
行
は

　
そ
れ
以
降
で
あ
る
。

⑲
　
　
『
元
史
』
巻
照
八
　
天
文
志
一
　
四
海
測
験
。

⑳
『
彙
輯
輿
図
備
放
蛮
書
』
に
つ
い
て
は
海
野
「
反
響
」
論
文
・
第
二
章
註
⑬
論

　
文
及
び
拙
稿
参
照
。

⑳
　
版
築
羅
に
つ
い
て
は
、
『
明
代
版
刻
智
慧
』
及
び
前
掲
拙
稿
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
結
　
　
　
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

萌
代
後
期
の
地
理
書
に
は
新
し
い
展
開
が
生
じ
、
伝
統
的
な
枠
組
み
を
越
え
た
可
能
性
を
開
く
も
の
も
現
わ
れ
た
。
嘉
靖
年
間
か
ら
モ
ン
ゴ
　
2
9



ル
・
倭
竃
対
策
が
問
題
と
さ
れ
、
軍
事
と
地
理
と
の
関
係
が
意
識
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
『
大
明
一
統
志
』
の
文
章
制
作
の
た
め
の
「
詞

章
之
学
」
の
欠
点
が
意
識
に
上
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
地
方
行
政
再
編
の
必
要
か
ら
実
際
の
行
政
上
の
観
点
か
ら
の
地
域
の
把
握
が
必
要
だ
と

い
う
意
識
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
軍
事
的
な
緊
張
と
行
政
的
な
実
用
性
へ
の
志
向
か
ら
、
現
実
か
ら
乖
離
し
た
「
詞
章
異
学
」

を
批
判
す
る
視
点
が
生
ま
れ
る
。
や
が
て
、
奏
議
や
文
集
等
か
ら
塩
法
や
漕
運
な
ど
の
論
議
が
収
録
さ
れ
、
辺
防
論
や
海
防
論
も
そ
の
中
に
交

え
た
経
世
書
と
も
い
う
べ
き
地
理
書
が
現
わ
れ
る
。
『
広
輿
図
』
は
そ
の
地
図
の
正
確
さ
で
、
『
照
明
輿
図
』
は
各
地
方
の
形
勢
論
で
、
『
大
明

官
制
大
全
』
は
地
方
行
政
へ
の
観
点
で
後
続
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
万
暦
二
十
年
代
以
降
の
『
職
方
孜
鏡
』
や
『
広
輿
論
』
・
『
目
営
小
輯
』

等
は
こ
・
窟
し
た
影
響
下
に
現
わ
れ
、
実
用
書
や
質
量
の
記
載
を
取
り
込
む
こ
と
で
、
地
理
書
に
「
詞
章
之
学
」
に
は
な
い
新
生
面
を
開
い
た
。

　
例
え
ば
、
建
置
沿
革
の
記
載
に
つ
い
て
い
え
ぼ
、
『
大
明
　
統
志
』
的
な
府
ご
と
に
州
県
を
連
続
し
て
記
述
す
る
形
式
と
『
大
明
官
制
大
全
』

の
よ
う
な
州
県
毎
に
改
行
す
る
『
締
紳
便
覧
』
に
類
似
し
た
形
式
と
が
存
在
し
た
。
『
大
明
一
統
志
』
的
な
形
式
は
『
大
明
一
統
志
略
』
・
『
皇

鼻
革
』
・
『
広
輿
記
』
・
『
大
明
一
統
輿
図
広
略
』
・
『
職
方
胃
鏡
』
・
『
方
輿
勝
略
』
等
に
見
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
「
詞
章
之
学
」
的
な
要
素
を
含

み
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
『
大
明
官
制
大
全
』
的
な
形
式
は
胡
文
換
の
『
華
夷
風
土
志
』
に
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
、
『
圏
営
小

事
』
か
ら
『
彙
輯
輿
図
備
放
全
書
』
へ
と
受
け
継
が
れ
る
。
『
彙
輯
輿
図
備
致
全
書
』
は
全
体
の
構
成
で
「
詞
章
之
学
」
も
含
む
も
の
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
他
は
「
詞
章
之
学
」
と
は
全
く
異
な
る
観
点
か
ら
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
注
意
さ
れ
て
い
た
の
は
各
州
露
の
衙
門
の
添
設
裁
革

や
駅
・
巡
検
司
と
い
う
俗
な
地
方
行
政
実
務
に
関
わ
る
事
項
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
地
方
行
政
と
結
び
つ
い
た
形
で
の
実
用
性
の
認
識
が
、
当
時
の
軍
事
的
緊
張
と
あ
い
ま
っ
て
、
地
理
に
お
け
る
経
世
観
念
を
生

み
出
す
一
つ
の
契
機
と
な
っ
た
と
い
え
る
。
『
郡
県
釈
名
』
や
『
今
古
輿
地
図
』
の
よ
う
な
歴
史
地
理
研
究
が
生
ま
れ
、
『
禺
貢
濯
疏
』
・
『
水
経

注
箋
』
な
ど
の
古
典
研
究
が
現
わ
れ
て
、
普
遍
的
な
有
効
性
を
求
め
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
経
世
最
用
の
観
念
の
も
た
ら
し
た
実
用
性
へ
の
志

向
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
普
遍
性
の
追
求
の
中
か
ら
、
従
来
の
中
華
的
世
界
像
を
越
え
る
視
線
が
現
わ
れ
、
万
暦
末
に
は
、
各
地

の
緯
度
を
掲
げ
、
リ
ッ
チ
の
世
界
図
を
採
用
す
る
よ
う
な
新
し
い
知
識
が
求
め
ら
れ
た
。
『
彙
輯
輿
図
備
致
全
書
』
の
凡
例
に
い
う
よ
う
に
、
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経
書
を
越
え
た
「
九
州
の
外
に
是
の
如
き
の
大
」
を
知
ら
し
め
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
た
な
可
能
性
を
秘
め
た
野

末
の
地
理
書
で
あ
っ
た
が
、
清
代
に
は
そ
の
系
譜
は
絶
た
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
『
大
明
官
制
大
全
』
は
そ
の
繁
簡
考
や
評
語
の
系
統
を
た
ど
れ
ぼ
解
る
よ
う
に
、
現
実
の
地
域
理
解
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
持
っ
た
。
地

方
行
政
か
ら
の
地
域
把
握
が
必
要
と
さ
れ
た
の
は
、
地
方
官
の
叙
遷
の
問
題
と
も
関
係
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
広
輿
図
』
に
現
わ
れ
た
吏

治
の
評
語
は
、
万
暦
に
入
っ
て
か
ら
『
大
明
官
制
大
全
』
の
よ
う
な
実
用
的
な
書
物
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
文
章
を
書
く
た
め
の
「
詞
章
之
学
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
は
別
の
地
域
の
記
述
を
も
た
ら
す
事
と
な
っ
た
。
そ
の
際
に
、
「
地
葺
繁
簡
難
し
や
王
世
懸
『
饒
南
九
三
府
図
説
』
の
よ
う
な
何
ら
か
の
官

庁
の
文
書
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
『
大
明
官
制
大
全
』
に
始
ま
り
『
彙
輯
興
図
愚
智
全
書
』
に
集
成
さ
れ
、
事
訳
武
の

『
肇
域
志
』
を
生
み
出
す
こ
と
と
な
る
、
地
方
行
政
と
結
び
つ
き
現
実
の
地
域
を
論
じ
る
地
理
書
の
系
譜
が
で
き
あ
が
る
。

　
し
か
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
た
吏
治
の
評
語
は
、
や
が
て
地
理
書
の
記
載
と
い
う
よ
り
も
、
『
糟
紳
便
覧
』
の
記
載
へ
と
そ
の
比
重
を
移
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
③

い
く
。
崇
禎
年
間
の
『
分
省
結
綴
絡
紳
便
覧
』
で
は
覇
府
に
評
語
が
見
ら
れ
た
が
、
買
得
二
年
の
『
文
範
閣
緒
紳
全
書
』
で
は
各
州
県
に
地
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

銀
の
額
と
と
も
に
評
語
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
雍
正
時
代
に
完
成
し
た
衝
繁
盗
難
の
四
字
敏
へ
の
単
純
化
は
、
地
方
官
の
ラ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
と

し
て
中
央
集
権
的
に
整
序
さ
れ
た
体
系
の
完
成
を
示
し
、
中
央
に
よ
る
地
方
へ
の
強
烈
な
統
制
が
窺
わ
れ
る
。
明
代
の
繁
簡
の
評
語
は
枠
外
に

追
い
や
ら
れ
、
地
域
に
与
え
ら
れ
た
レ
ッ
テ
ル
と
し
て
は
無
意
味
な
も
の
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
使
用
は
清
の
綱
度
そ
の
も
の
を
否
定

す
る
こ
と
と
な
り
か
ね
な
い
。
こ
の
単
純
化
さ
れ
た
標
記
は
、
も
は
や
明
代
の
よ
う
に
各
地
域
そ
れ
自
体
に
と
っ
て
の
意
味
、
独
自
性
が
問
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
官
僚
制
の
中
で
与
え
ら
れ
た
位
置
を
表
わ
す
も
の
に
す
ぎ
な
く
な
る
。
従
っ
て
地
誌
に
記
さ
れ
た
必
然
性
は
喪
わ
れ
、
僅
か

に
『
繕
紳
便
覧
』
に
と
っ
て
意
味
を
も
つ
だ
け
の
記
載
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
明
代
に
は
な
お
地
域
行
政
の
た
め
に
意
味
を
も
っ
た
評
価
が
、

藤
代
で
は
単
に
官
僚
シ
ス
テ
ム
の
中
で
の
ラ
ン
ク
を
表
わ
す
も
の
に
変
化
さ
せ
ら
れ
た
結
果
、
吏
治
の
評
語
は
現
実
の
地
域
か
ら
遊
離
し
た
評

価
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
繁
簡
を
表
わ
す
四
字
敏
の
記
載
は
㎝
、
維
紳
便
覧
』
に
と
っ
て
は
必
要
で
あ
る
が
、
地
誌
に
と
っ

て
は
、
文
末
の
地
理
書
の
記
載
が
も
っ
て
い
た
よ
う
な
意
味
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
地
方
と
中
央
の
問
題
は
、
明
末
清
初
期
の
大
き
な
問
題
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と
し
て
常
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
が
、
地
理
書
の
在
り
方
に
も
そ
の
印
象
的
な
一
面
が
窺
え
る
。
「
輿
地
衝
重
」
と
し
て
地
域
に
立
脚
し
始

め
た
明
末
の
地
理
学
の
可
能
性
が
閉
ざ
さ
れ
た
こ
と
の
結
末
が
こ
こ
に
も
現
わ
れ
て
い
よ
う
。

　
薬
代
に
入
っ
て
は
、
『
広
輿
図
』
・
『
広
輿
記
』
の
重
版
が
見
ら
れ
た
こ
と
、
『
大
明
一
統
志
』
が
『
天
下
一
統
志
』
等
と
題
を
改
め
て
刊
行
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

れ
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
明
末
の
混
沌
が
生
み
出
し
た
多
く
の
地
理
書
の
中
で
、
正
確
さ
を
要
す
る
地
図
や
文
学
的
な
必
要
を
満
た

す
「
詞
章
風
骨
」
の
地
誌
は
清
代
に
も
受
け
継
が
れ
た
が
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
実
用
性
を
重
視
し
、
地
方
行
政
と
結
び
つ
け
て
、
現
実
の

地
域
を
論
じ
る
よ
う
な
地
理
書
は
明
末
清
初
期
で
途
絶
え
る
。
『
彙
輯
輿
図
備
致
全
書
』
に
は
順
治
七
年
の
重
版
本
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
以

降
、
明
末
の
「
詞
章
粛
学
」
へ
の
批
判
か
ら
生
ま
れ
た
よ
う
な
地
理
書
は
現
わ
れ
な
い
。
吏
治
の
評
語
を
掲
げ
る
も
の
も
、
顧
炎
武
の
『
肇
域

志
』
の
後
に
は
現
わ
れ
な
い
。
「
輿
地
之
学
篇
と
も
い
う
べ
き
経
世
致
用
を
と
な
え
る
地
理
書
の
系
譜
は
、
明
末
に
は
様
々
な
地
理
書
を
生
み

出
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
清
代
に
は
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
唯
一
、
顧
祖
禺
の
『
読
史
方
輿
紀
要
』
が
、
顧
炎
武
の
創
め
た
歴
史

的
考
証
を
完
成
さ
せ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
『
読
史
方
輿
紀
要
』
に
も
『
大
壷
一
統
志
』
に
も
、
現
実
地
域
と
結
び
つ
い
た
吏
治
の
評
語
は

　
　
　
　
　
⑥

見
ら
れ
な
い
。
地
域
に
郡
し
て
考
察
す
る
こ
と
の
意
味
が
、
明
と
清
を
境
に
し
て
大
き
く
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

①
　
こ
の
よ
う
な
地
理
審
の
記
載
に
変
化
が
現
わ
れ
る
蒔
期
が
、
一
条
論
法
等
の
改

　
輩
の
行
な
わ
れ
た
時
期
と
ほ
ぼ
並
行
す
る
の
も
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
従
来
と

　
は
異
な
っ
た
記
載
が
必
要
と
さ
れ
た
の
も
あ
る
意
味
で
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
。

②
上
海
古
籍
書
店
景
印
洪
氏
劃
刷
斎
刊
本
。

③
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
。

④
当
確
至
難
の
ラ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
近
藤
秀
樹
「
豊
代
の
鎗
選
」

　
（
『
棄
洋
史
研
究
』
一
七
i
二
　
一
九
五
八
）
参
照
。

付
記
　
本
稿
は
、
一
九
九
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

　
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

⑤
『
広
輿
図
』
．
『
広
輿
記
隠
の
重
版
に
つ
い
て
は
、
海
野
「
反
響
」
論
文
及
び
第

　
一
章
註
⑨
参
照
。
『
天
下
一
統
志
臨
と
い
う
書
名
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
は
、
各

　
種
の
目
録
類
に
よ
る
と
文
林
閣
、
万
寿
堂
、
積
秀
堂
の
三
者
が
あ
る
。

⑥
『
読
史
方
輿
紀
要
』
に
は
な
い
が
、
顧
祖
編
の
藷
作
で
『
広
輿
図
』
に
範
を
と

　
つ
た
と
さ
れ
る
『
輿
図
要
覧
』
に
『
広
輿
図
恥
の
吏
治
の
評
語
が
そ
の
ま
ま
み
え

　
る
。
『
輿
図
要
覧
』
に
つ
い
て
は
海
野
第
二
章
註
⑪
論
文
及
び
井
上
進
「
旧
轡
筆
記

　
二
　
鈴
鹿
の
漢
籍
」
（
『
灘
風
』
二
七
　
一
九
九
二
）
参
照
。

（
奨
励
研
究
（
特
別
研
究
員
）
総
量
「
席
末
清
初
期
の
社
会
変
動
の
山
地
開
発
に
対
す
る
影
響
」
）
に

（
日
太
丁
学
術
振
卿
ハ
会
特
別
研
円
究
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Some　Characteristics　of　Late　Ming　Studies　as　Revealed

　　　　　　　by　Geographical　Worl〈s　from　that　Period

　From　Literary　Geographical　Works　to　Practical　Geographical　Works

by

OsAwA　Akihiro

　　Geographical　worl〈s　in　the　latter　part　of　the　Ming　period　took　a　new

turn，　with　some　being　quite　different　from　the　traditional　style　of　geogra－

phical　works．　After　the　Jiajing　period，　the　problem　caused　by　the　Mongol

hordes　and　Japanese　pirates　raised　some　serious　questions．　These　ques－

tions　led　some　intellectuals　to　realize　that　strategy　and　geography　were

closely　related．　Furtliermore，　in　their　attempt　to　reorganize　the　structure

of　locai　administration　in　ordei一　to　meet　the　demands　of　the　times，　they

wanted　to　understand　the　regions　from　the　vlewpoint　of　local　administra－

tion．　Because　of　tlie　above－mentioned　military　tensions　and　the　intention

to　reform　locai　administration　to　perform　more　practical　functions，　a　new

point　of　view　deveioped　whlch　was　critical　of　the　！iterary　geographical

content　ef　the　DaMingptitongzhi大明一統志that　was　inconsistent　with　the

actuai　conditions　of　local　administratlon．　The　opinions　of　the　grain　trans－

port　and　the　salt　administrations　were　compiled　from　various　memorials

and　anthologies．　These　compllations　also　included　the　opinions　of　those

associated　with　border　defence　and　coastal　defence．　lt　was　from　these

compilations　that　the　geographical　works　re｝ated　to　statecraft　studles

developed．

　　After　the　second　decade　of　the　Wanli　reign，　due　to　the　infiuence　of　the

Gttangyzttu　広輿図，・Flt‘ang！レfingyutu　皇明輿区1，　and　1）aMinggzcanzhidα（7ua7z

：大明官欄大全，the　new　geographical　works，　which　drew　information　from

compllations　of　practical　werl〈s　and　politica1　writings，　entered　a　new　phase

distinct　from　that　covered　by　traditional　literary　geographical　works．　The

recognition　of　practical　usefulness　in　relation　to　the　activities　of　the　｝ocal

administrations，　for　example，　administrative　comments　on　the　regions，　and

border　tensions　at　that　time，　together　ci“eated　the　concept　of　statecraft

within　geographical　studies．　As　a　result　of　this　concept　practical　geogra－

phic　works，　based　on　actual　regions，　were　cornpiled．　These　worlcs　were
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characteristic　of　the　！ate　Ming　period．　However　in　the　Quing　period，

more　purely　literary　studies　regained　ascendancy　denying　full　development

to　whole　genre　of　practical　geographic　works，　and・a　whole　series　of　these

practical　works　went　out　of　existence．

The　Relationship　between　Civil　and　Military　Administration

　　in　Han　Local　Governreent－The　Case　of　Juyan　in　Gansu

by

SuMlyA　Tsuneko

　　In　the　Former　Han　period，　each　commandery　had　a　taishou太守as　its

chief　administrator即d　a　duwei都尉，　his　subordinate，　who　was　in　charge

of　military　affairs．　Duwei　were　not　iRvolved　in　civil　affairs，　but　we　can　see

from　their　salary　and　other　clues　that　they　had　almost　equal　power．　ln

what　way　was　the　admlnistration　of　military　affairs　with　the　duwei　at　its

head　i’elated　to　the　administration　of　civil　affairs？　Regarding　this　point，

there　are　many．possible　sources　of　evidence，　but　in　this　paper　1　make

use　primarily　of　wooden　slips（Yandu簡腰）excavated　from　Juyan　in

Gansu．　To　be　more　specific，　1　examiRed　the　records　pertaining　to　county

oflicials　and　those　pertaining　to　watchtower　captains（houguan候官），

both　subordinate　elements　in　their　respe．　ctive　hierarchies．　1　find　that

both　were　involved　in　personnel　questions　and　the　handling　of　problems

at　the　local　level．　Since　these　two　areas　of　interaction　are　genera1　ones

not　speclfically　connected　to　the　frontier，　these　findings　can　be　generalized

not　only　to　other　frontier　areas　but　also　to　the　interior．
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